
政
府
、
受
け
入
れ
拡
大
図
る

後
は
、
は
や
ぶ
さ
２
が
自
律

的
に
行
動
。
あ
ら
か
じ
め
地

表
に
落
と
し
て
あ
る
ボ
ー
ル

を
目
印
に
、
安
全
確
保
の
た

め
、
機
体
を
傾
け
て
岩
を
よ

け
な
が
ら
降
下
し
た
。
順
調

に
進
み
、
予
定
よ
り
３
０
分

以
上
早
く
着
陸
し
た
と
い

う
。

　

機
体
の
底
面
か
ら
延
び
た

筒
状
の
装
置
が
表
面
に
接
触

す
る
と
金
属
弾
を
発
射
、
砕

い
た
岩
の
か
け
ら
や
舞
い
上

が
る
砂
ぼ
こ
り
を
回
収
す
る

仕
組
み
だ
。

　

は
や
ぶ
さ
２
は
当
初
、
昨

年
１
０
月
に
最
初
の
着
陸
を

す
る
計
画
だ
っ
た
。
だ
が
、

り
ゅ
う
ぐ
う
表
面
は
大
き
な

岩
で
で
こ
ぼ
こ
し
て
お
り
、

機
体
に
危
険
を
及
ぼ
す
可
能

性
が
あ
る
こ
と
が
判
明
。
３

カ
月
か
け
て
着
陸
方
法
を
練

り
直
し
た
。

　

は
や
ぶ
さ
２
は
１
４
年

１
２
月
に
鹿
児
島
県
の
種
子

島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
打
ち

上
げ
ら
れ
た
。
３
年
半
で
太

　
【
共
同
】
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
拡
大
政
策
の
一
環
と
し
て
政
府
は
２
０
日
、

介
護
分
野
の
技
能
実
習
の
日
本
語
要
件
を
緩
和
す
る
方
針
を
固
め
た
。
介
護
の
技

能
実
習
生
の
人
数
は
語
学
力
が
壁
と
な
っ
て
伸
び
悩
ん
で
お
り
、
て
こ
入
れ
を
図

る
。
現
在
は
来
日
１
年
後
に
一
定
レ
ベ
ル
の
日
本
語
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
を
滞

在
延
長
の
条
件
と
す
る
が
、
引
き
続
き
学
ぶ
意
欲
を
示
せ
ば
、
そ
の
後
２
年
間
在

留
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
早
け
れ
ば
３
月
に
告
示
を
改
正
す
る
。

来
日
１
年
後
の
試
験

「
完
璧
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」

介護実習、日本語要件緩和
小
惑
星
で
試
料
採
取
挑
戦

は
や
ぶ
さ
２
、
着
陸
成
功

韓
国
の
調
査
「
看
過
で
き
ず
」

「
竹
島
の
日
」
式
典
、
政
務
官

蔵
出
し
ミ
カ

ン
が
最
盛
期

和
歌
山
、
貯
蔵
で
甘
み
増
す

語
っ
た
。

　

現
在
り
ゅ
う
ぐ
う
は
地
球

か
ら
３
億
４
千
万
キ
ロ
離
れ

て
い
る
。
大
き
な
岩
で
機

体
が
傷
つ
く
の
を
避
け
る
た

め
、
比
較
的
大
き
な
岩
が
少

な
い
、
半
径
約
３
メ
ー
ト
ル

の
限
ら
れ
た
地
域
を
選
定
。

遠
隔
地
で
繊
細
な
制
御
が
求

め
ら
れ
る
難
度
の
高
い
着
陸

と
な
っ
た
。

　

２
２
日
午
前
６
時
す
ぎ
に

は
、
運
用
チ
ー
ム
が
着
陸
へ

の
最
終
判
断
を
下
し
た
。
地

球
か
ら
の
指
令
は
片
道
２
０

分
か
か
る
た
め
、
こ
れ
よ
り

　
【
共
同
】
宇
宙
航
空
研
究

開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
は

２
２
日
、
探
査
機
は
や
ぶ
さ

２
が
午
前
７
時
半
ご
ろ
に
小

惑
星
り
ゅ
う
ぐ
う
へ
の
着
陸

に
成
功
し
た
と
発
表
し
た
。

表
面
の
岩
石
を
砕
き
、
試

料
を
採
取
す
る
た
め
の
金
属

弾
も
発
射
し
た
。
試
料
は
地

球
に
持
ち
帰
り
、
太
陽
系
誕

生
の
謎
の
解
明
を
目
指
す
。

２
０
０
５
年
に
小
惑
星
イ
ト

カ
ワ
へ
着
陸
し
た
初
号
機
に

続
く
快
挙
。
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
久

保
田
孝
教
授
は
「
完
璧
な

ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
で
き
た
」
と

陽
の
周
り
を
３
周
ほ
ど
し

て
、
１
８
年
６
月
に
り
ゅ
う

ぐ
う
に
到
着
。
今
回
を
含
め

最
大
３
回
の
着
陸
を
試
み
、

首
相
、
皇
太
子
さ
ま
異
例
面
会

皇
位
継
承
の
流
れ
報
告
か

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
政
府
関

係
者
は
強
調
し
て
い
る
。

　
【
共
同
】
紀
伊
水
道
を
望

む
和
歌
山
県
海
南
市
下
津
町

地
区
で
、
特
産
「
蔵
出
し
み

か
ん
」
の
出
荷
が
最
盛
期
を

迎
え
て
い
る
。
１
〜
３
カ
月

間
、
手
間
暇
か
け
て
貯
蔵
し

た
ミ
カ
ン
で
、
豊
か
な
甘
み

と
爽
や
か
な
香
り
が
特
徴
。

今
月
１
５
日
に
は
伝
統
的
な

農
林
水
産
業
を
営
む
地
域
と

し
て
日
本
農
業
遺
産
に
認
定

さ
れ
た
。

　

和
歌
山
県
は
ミ
カ
ン
の
年

間
出
荷
量
が
全
国
１
位
。
下

津
町
地
区
は
同
県
有
田
川
町

に
次
ぐ
生
産
量
を
誇
り
、
約

３
０
０
年
前
の
元
禄
時
代
に

豪
商
・
紀
伊
国
屋
文
左
衛
門

福
島
第
１
原
発
事
故
で
国
と
東
京
電
力
に
損
害
賠
償
を
求

め
た
訴
訟
の
判
決
を
受
け
、「
勝
訴
」
の
垂
れ
幕
を
掲
げ

る
原
告
側
弁
護
士
＝
２
０
日
午
前
、横
浜
地
裁
前
（
共
同
）

し
「
わ
が
国
の
同
意
な
き
竹

島
周
辺
で
の
海
洋
調
査
な
ど

は
到
底
看
過
で
き
な
い
」
と

述
べ
た
。

　

２
月
２
２
日
を
竹
島
の
日

と
定
め
た
県
条
例
に
基
づ
く

式
典
は
１
４
回
目
で
、
政
務

官
の
参
加
は
７
年
連
続
。
韓

国
人
元
徴
用
工
訴
訟
へ
の
対

応
や
韓
国
海
軍
艦
艇
に
よ
る

自
衛
隊
機
へ
の
火
器
管
制

レ
ー
ダ
ー
照
射
問
題
な
ど
で

日
韓
関
係
の
冷
え
込
み
が
著

し
い
中
で
の
開
催
と
な
っ

た
。

　

式
典
会
場
の
島
根
県
民
会

館
周
辺
で
は
右
翼
団
体
関
係

者
が
領
有
権
を
主
張
す
る
演

説
を
繰
り
返
し
、
一
時
騒
然

と
し
た
。

鳩
山
氏
投
稿
も

「
流
言
飛
語
」

道
警
が
注
意
呼
び
掛
け

「
し
つ
け
で
体
罰
禁
止
」

政
府
、
法
案
に
明
記
へ

　
【
共
同
】
安
倍
晋
三
首
相

は
２
２
日
、
東
京
・
元
赤
坂

の
東
宮
御
所
を
訪
れ
、
皇
太

子
さ
ま
と
面
会
し
た
。
４
月

３
０
日
の
天
皇
陛
下
退
位
か

ら
５
月
１
日
の
新
天
皇
即
位

ま
で
の
流
れ
に
つ
い
て
報
告

し
た
と
み
ら
れ
る
。
天
皇
陛

下
に
対
し
て
首
相
が
国
内
外

の
情
勢
を
報
告
す
る
こ
と
は

「
内
奏
」
と
呼
ば
れ
、
随
時

行
わ
れ
て
い
る
が
、
皇
太
子

さ
ま
へ
の
報
告
は
異
例
。

　

皇
太
子
さ
ま
が
新
天
皇
に

即
位
さ
れ
た
後
、
最
初
に
会

見
す
る
国
賓
と
な
る
見
通
し

の
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
の
来

日
や
、
元
号
の
選
定
手
続
き

な
ど
も
報
告
し
た
可
能
性
が

あ
る
。

　

首
相
は
２
０
１
７
年
１
１

月
に
東
宮
御
所
で
皇
太
子
さ

ま
と
面
会
し
、
衆
院
選
を
受

内
科
医
１
万
４
千
人
不
足

５
年
後
に
必
要
な
医
師
数

け
た
就
任
あ
い
さ
つ
を
し
て

い
る
。
今
月
２
１
日
に
は
皇

居
を
訪
れ
、
天
皇
陛
下
に
内

奏
を
行
っ
た
。

　

菅
義
偉
官
房
長
官
は
２
２

日
の
記
者
会
見
で
「
憲
政
史

上
初
め
て
の
天
皇
陛
下
の
退

位
と
新
天
皇
の
即
位
に
万
全

を
期
す
。
国
民
が
こ
ぞ
っ
て

祝
意
を
表
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
儀
式
の
準
備
を
進

め
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

皇
太
子
さ
ま
の
新
天
皇
即

位
に
伴
っ
て
改
め
る
新
元
号

は
４
月
１
日
に
閣
議
決
定

し
、
今
の
天
皇
陛
下
が
改
元

政
令
を
公
布
さ
れ
る
。
手
続

き
上
の
規
定
は
な
い
が
、
政

府
は
閣
議
決
定
前
の
全
閣
僚

会
議
で
新
元
号
が
固
ま
っ
た

段
階
で
、
山
本
信
一
郎
宮
内

庁
長
官
を
通
じ
、
天
皇
陛
下

と
皇
太
子
さ
ま
に
報
告
す
る

安
に
し
て
も
ら
う
。
今
後
も

医
師
の
偏
り
が
解
消
さ
れ
な

い
場
合
は
、
診
療
科
ご
と
に

都
道
府
県
別
の
定
員
を
定
め

る
こ
と
も
検
討
す
る
。

　

４
７
都
道
府
県
ご
と
の
推

計
結
果
も
公
表
。
東
京
都
で

は
２
４
年
に
必
要
と
な
る
内

科
医
は
現
状
よ
り
も
１
７
１ 

３
人
少
な
い
１
万
３
３
７
７

人
と
見
込
ん
で
い
る
が
、
高

齢
で
診
療
を
や
め
た
り
、
仕

事
量
が
減
っ
た
り
す
る
医
師

の
こ
と
も
考
慮
し
、
必
要
な

内
科
医
を
確
保
す
る
た
め
に

は
毎
年
８
７
人
の
養
成
が
必

要
と
し
て
い
る
。

　

１
８
診
療
科
に
つ
い
て
、

　

溝
口
善
兵
衛
知
事
は
式
典

で
、
韓
国
は
「
政
府
・
国
会

関
係
者
の
上
陸
な
ど
で
竹
島

の
占
拠
を
既
成
事
実
化
し
よ

う
と
し
て
い
る
」
と
批
判
し

た
。
日
本
政
府
に
「
韓
国
の

動
き
に
毅
然
と
し
た
姿
勢
で

対
応
す
る
よ
う
強
く
望
む
」

と
述
べ
た
。
式
典
で
は
竹
島

の
帰
属
確
定
に
向
け
国
際
司

法
裁
判
所
へ
の
単
独
提
訴
を

日
本
政
府
に
求
め
る
こ
と
を

盛
り
込
ん
だ
特
別
決
議
が
初

め
て
承
認
さ
れ
た
。

　

県
に
よ
る
と
、
式
典
に
は

超
党
派
の
「
日
本
の
領
土
を

守
る
た
め
行
動
す
る
議
員
連

盟
」
の
新
藤
義
孝
会
長
ら
国

会
議
員
や
一
般
の
参
加
者
計

４
６
０
人
が
集
ま
っ
た
。

方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

　

保
守
派
は
安
倍
首
相
が
全

閣
僚
会
議
終
了
後
に
宮
中
と

東
宮
御
所
を
訪
れ
、
天
皇
陛

下
と
皇
太
子
さ
ま
に
直
接
伝

え
る
よ
う
主
張
し
て
い
る
。

　

１
９
８
８
年
１
０
月
、
当

時
の
竹
下
登
首
相
は
東
宮
御

所
に
皇
太
子
さ
ま
（
今
の
天

皇
陛
下
）
を
訪
ね
、
外
国
訪

問
な
ど
の
外
交
成
果
や
内
政

問
題
を
報
告
。
療
養
中
の
昭

和
天
皇
へ
の
お
見
舞
い
も
伝

え
て
い
る
。

　
【
共
同
】
厚
生
労
働
省
は

２
２
日
、
２
０
２
４
年
に
診

療
科
ご
と
に
必
要
と
さ
れ

る
医
師
数
に
達
す
る
に
は
、

現
状
で
は
内
科
医
が
１
万 

４
４
６
８
人
、
外
科
医
が

５
８
３
１
人
不
足
し
て
い
る

と
す
る
推
計
結
果
を
ま
と
め

た
。
同
省
が
診
療
科
ご
と
に

将
来
必
要
と
な
る
医
師
数
を

算
出
す
る
の
は
初
め
て
。
精

神
科
な
ど
４
科
は
現
時
点

で
、
２
４
年
に
必
要
と
な
る

人
数
を
超
え
て
い
る
こ
と
も

分
か
っ
た
。

　

若
手
医
師
が
診
療
科
を
選

ん
だ
り
、
都
道
府
県
が
医
師

を
確
保
し
た
り
す
る
際
の
目

図
る
方
針
だ
。

　

与
党
内
に
は
懲
戒
権
自
体

を
削
除
す
る
べ
き
だ
と
の
声

が
少
な
く
な
い
。
山
下
貴
司

１
６
年
の
医
師
数
を
基
に
将

来
の
需
要
を
考
慮
し
て
、
必

要
な
人
数
を
割
り
出
し
た
。

２
２
日
に
開
い
た
医
師
養
成

に
関
す
る
有
識
者
検
討
会
に

結
果
を
示
し
た
。
３
０
年

と
３
６
年
に
必
要
な
医
師
数

も
算
出
し
て
お
り
、
内
科
は

３
０
年
ま
で
必
要
な
医
師
数

が
増
え
続
け
る
が
、
人
口
減

を
受
け
、
３
６
年
に
は
減
少

す
る
と
い
う
。

　

全
国
の
診
療
科
ご
と
の
医

師
数
は
、
１
６
年
時
点
で
内

科
が
１
１
万
２
９
７
８
人
、

外
科
が
２
万
９
０
８
５
人
、

整
形
外
科
が
２
万
２
０
２
９

人
。
２
４
年
で
は
、
内
科
が

１
２
万
７
４
４
６
人
、
外
科

が
３
万
４
９
１
６
人
、
整
形

外
科
が
２
万
４
３
７
４
人
が

必
要
と
な
り
、
必
要
な
医
師

数
を
確
保
す
る
た
め
に
、
毎

年
、
内
科
が
３
９
１
０
人
、

外
科
が
１
５
８
７
人
、
整
形

外
科
で
７
６
４
人
ず
つ
養
成

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

皮
膚
科
と
精
神
科
、
眼

科
、
耳
鼻
咽
喉
科
は
、
２
４

年
で
必
要
と
さ
れ
る
医
師
数

を
現
時
点
で
確
保
し
て
い
る

が
、
退
職
す
る
医
師
ら
を
補

充
す
る
た
め
、
毎
年
１
１
５

〜
２
２
７
人
ず
つ
養
成
し
て

い
く
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。

法
相
も
「
必
要
な
検
討
を
行

い
た
い
」
と
し
て
い
る
が
、

民
法
改
正
は
通
常
、
法
制
審

議
会
で
の
議
論
を
経
る
た

め
、
当
面
は
条
文
を
残
し
た

ま
ま
と
な
る
見
通
し
。

　

児
童
虐
待
の
再
発
防
止
を

巡
っ
て
は
、
自
民
、
公
明
両

党
が
体
罰
防
止
を
盛
り
込
ん

だ
法
改
正
に
向
け
た
調
整
を

加
速
化
さ
せ
る
方
針
で
一

致
。
両
法
の
改
正
案
を
今
国

会
の
重
要
法
案
に
指
定
し
た

い
考
え
だ
。
虐
待
防
止
に
関

す
る
自
民
党
の
特
命
委
員
会

も
近
く
、
体
罰
禁
止
の
法
制

化
を
求
め
る
提
言
を
取
り
ま

と
め
、
懲
戒
権
を
巡
る
議
論

の
必
要
性
に
も
言
及
す
る
。

　

両
法
の
改
正
案
で
は
、
子

ど
も
を
保
護
す
る
「
介
入
」

機
能
強
化
な
ど
児
童
相
談
所

の
体
制
整
備
や
、
全
児
相
に

弁
護
士
を
配
置
す
る
こ
と
を

規
定
。
虐
待
対
応
な
ど
に
当

　
【
共
同
】
親
か
ら
子
へ
の

体
罰
禁
止
の
法
制
化
を
目
指

す
政
府
が
、
今
国
会
に
提
出

す
る
児
童
虐
待
防
止
法
と
児

童
福
祉
法
の
改
正
案
に
「
児

童
の
し
つ
け
に
際
し
、
体
罰

を
加
え
る
な
ど
の
行
為
で

懲
戒
し
て
は
な
ら
な
い
」
と

の
内
容
を
盛
り
込
む
方
向
で

調
整
を
進
め
て
い
る
こ
と
が

２
２
日
、
関
係
者
へ
の
取
材

で
分
か
っ
た
。
禁
止
す
る
主

体
に
は
、
里
親
や
児
童
福
祉

施
設
の
施
設
長
も
含
め
る
。

　

千
葉
県
野
田
市
の
小
学
４

年
、栗
原
心
愛
さ
ん
（
１
０
）

が
死
亡
し
た
事
件
を
受
け
た

措
置
。
民
法
は
、
親
が
子
を

必
要
な
範
囲
内
で
戒
め
る

「
懲
戒
権
」
を
認
め
て
い
る

た
め
、
政
府
は
関
係
整
理
を

　

政
府
は
１
９
０
５
年
１

月
、
竹
島
の
編
入
を
閣
議
決

定
し
、
島
根
県
は
同
年
２
月

２
２
日
に
編
入
を
告
示
し

た
。
韓
国
は
５
４
年
か
ら
実

効
支
配
を
続
け
て
い
る
。
告

示
か
ら
１
０
０
年
を
迎
え
た

２
０
０
５
年
、
県
は
条
例
で

２
月
２
２
日
を「
竹
島
の
日
」

と
定
め
、
０
６
年
か
ら
毎
年

松
江
市
で
式
典
を
開
催
し
て

い
る
。

　
【
共
同
】
北
海
道
で
２
１

日
夜
に
発
生
し
た
地
震
で
、

道
警
は
２
２
日
、
鳩
山
由
紀

夫
元
首
相
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
に

書
き
込
ま
れ
た
「
Ｃ
Ｃ
Ｓ
に

よ
る
人
災
と
呼
ば
ざ
る
を
得

な
い
」な
ど
と
す
る
投
稿
を
、

サ
イ
バ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
で
確

認
し
た
「
流
言
飛
語
」
の

事
例
の
一
つ
と
し
て
公
表
し

た
。
Ｃ
Ｃ
Ｓ
は
工
場
な
ど
か

ら
出
る
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ

２
）
を
集
め
て
地
下
に
閉
じ

込
め
る
技
術
。
温
暖
化
対
策

と
し
て
、
苫
小
牧
市
で
実
証

試
験
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

鳩
山
元
首
相
の
ア
カ
ウ
ン

ト
に
は
地
震
発
生
後
の
２
１

日
午
後
９
時
４
０
分
ご
ろ
、

「
再
び
厚
真
町
を
震
源
と
す

る
震
度
６
の
地
震
が
起
き
て

し
ま
っ
た
。
本
来
地
震
に
ほ

と
ん
ど
見
舞
わ
れ
な
か
っ
た

地
域
だ
け
に
、
Ｃ
Ｃ
Ｓ
に
よ

る
人
災
と
呼
ば
ざ
る
を
得
な

い
」
と
の
投
稿
が
あ
っ
た
。

　

道
警
は
、
デ
マ
拡
散
に
よ

る
災
害
時
の
混
乱
を
防
ぐ
と

し
て
サ
イ
バ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
。
２
２
日
午
後
３
時

４
５
分
ま
で
に
ツ
イ
ッ
タ
ー

な
ど
の
投
稿
計
１
７
件
を
流

言
飛
語
の
事
例
と
し
て
公
表

し
た
。「
見
解
を
発
表
す
る

自
由
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な

い
が
、
災
害
の
際
は
公
的
機

関
の
信
頼
で
き
る
情
報
を
参

照
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛

け
た
。

　

実
証
試
験
を
行
っ
て
い
る

日
本
Ｃ
Ｃ
Ｓ
調
査
（
東
京
）

は「
昨
年
９
月
の
地
震
で
は
、

試
験
と
関
連
が
な
い
と
の
結

論
が
出
て
い
る
。
今
回
も
影

響
は
な
い
と
み
て
い
る
」
と

し
て
い
る
。

探査機はやぶさ２の小惑星りゅうぐうへの着陸成功を喜び、
管制室で記念撮影するＪＡＸＡ職員ら＝２２日午前９時ごろ、
相模原市（ＪＡＸＡ提供）（共同）

た
る
「
児
童
福
祉
司
」
の
資

質
向
上
に
向
け
た
任
用
要
件
の
見
直
し
や
、
子
ど
も
の
心

の
ケ
ア
を
す
る
「
児
童
心
理
司
」の
配
置
基
準
も
定
め
る
。

　

団
塊
世
代
全
員
が
７
５
歳

以
上
の
後
期
高
齢
者
と
な
る

２
０
２
５
年
に
は
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
需
要
が
一
層
高
ま

り
、
約
３
４
万
人
の
担
い
手

が
足
り
な
く
な
る
。
政
府
は

新
た
に
４
月
に
始
ま
る
在
留

資
格
と
と
も
に
、
深
刻
な
人

手
不
足
の
解
消
に
つ
な
げ
た

い
考
え
だ
。

　

介
護
は
１
７
年
１
１
月
に

技
能
実
習
の
対
象
に
加
わ
っ

た
。
初
の
対
人
サ
ー
ビ
ス
の

た
め
日
本
語
能
力
試
験
で
①

入
国
時
に
「
基
本
的
な
日
本

語
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
レ
ベ
ル
の
Ｎ
４
合
格
②

２
年
目
に
入
る
際
に
「
日

常
的
な
場
面
で
使
わ
れ
る
日

本
語
を
あ
る
程
度
理
解
で
き

る
」
Ｎ
３
合
格
―
と
の
固
有

の
要
件
が
課
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｎ
３
不
合
格
の
場
合
は
帰

国
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
政

府
が
大
き
な
期
待
を
寄
せ
た

ベ
ト
ナ
ム
な
ど
か
ら
の
送
り

出
し
が
停
滞
し
、
制
度
開
始

か
ら
１
年
と
な
る
昨
年
１
０

月
末
時
点
の
来
日
者
数
は

２
４
７
人
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

今
回
の
要
件
緩
和
で
、
来

日
し
て
１
年
間
の
技
能
の
習

熟
度
を
見
る
評
価
試
験
に
合

格
し
た
実
習
生
は
①
日
本
語

を
継
続
的
に
学
ぶ
意
思
を
表

明
し
て
い
る
②
介
護
の
技
能

等
の
適
切
な
習
熟
の
た
め
に

必
要
な
日
本
語
を
学
ぶ
―
と

い
う
二
つ
の
条
件
を
満
た
せ

ば
、
Ｎ
３
に
合
格
で
き
な
く

て
も
、
さ
ら
に
２
年
間
の
在

留
が
可
能
と
な
る
。
政
府
は

具
体
的
な
学
習
計
画
を
文
書

に
記
載
し
て
も
ら
う
方
向
で

調
整
す
る
な
ど
、
詰
め
の
作

業
を
進
め
て
い
る
。

　

要
件
緩
和
に
伴
い
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
を
招
く
と
懸
念
す

る
声
も
あ
る
が
「
現
場
で
１

年
間
働
け
ば
介
護
に
必
要
な

語
学
力
は
身
に
付
く
の
で
、

Ｎ
３
の
資
格
が
な
く
て
も
コ

２
０
年
に
地
球
に
試
料
を
持

ち
帰
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。

　
【
共
同
】
韓
国
が
実
効
支

配
す
る
竹
島
（
島
根
県
隠
岐

の
島
町
）
を
巡
る
領
土
問
題

の
解
決
を
訴
え
る
た
め
島
根

県
は
２
２
日
、松
江
市
で「
竹

島
の
日
」
式
典
を
開
い
た
。

政
府
を
代
表
し
て
出
席
し
た

安
藤
裕
内
閣
府
政
務
官
は
、

韓
国
の
海
洋
調
査
船
が
今
月

中
旬
に
竹
島
周
辺
の
日
本
領

海
を
航
行
し
た
こ
と
を
批
判

が
ミ
カ
ン
を
江
戸
へ
運
ん
だ

船
出
の
地
、下
津
港
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
他
の
産
地
に
比

べ
土
の
水
は
け
が
悪
く
、
気

温
が
低
い
山
間
地
で
の
栽
培

だ
っ
た
た
め
酸
味
が
強
く
な

る
傾
向
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
元
禄
時
代
ご

ろ
か
ら
、
収
穫
し
た
ミ
カ
ン

を
す
ぐ
に
は
食
べ
ず
、
酸

味
が
抜
け
て
ま
ろ
や
か
な
味

に
な
る
ま
で
待
つ
習
慣
が
広

ま
っ
た
と
い
う
。

　

１
２
月
ご
ろ
ま
で
に
収
穫

し
た
ミ
カ
ン
を
、
瓦
ぶ
き
の

土
蔵
の
よ
う
な
貯
蔵
庫
で
保

管
。
天
井
ま
で
続
く
引
き
出

し
の
よ
う
な
木
箱
に
入
れ
て

湿
度
と
温
度
を
管
理
し
、
皮

に
含
ま
れ
る
水
分
を
飛
ば
す

こ
と
で
甘
み
が
増
す
と
い

う
。
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歩
い
て
抜
け
道
か
ら
越
え
た
人
も

る
。
抵
抗
が
起
き
る
の
は
予

期
さ
れ
た
こ
と
だ
。

　

農
村
労
働
者
は
現
状
、

１
５
年
以
上
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
に

払
っ
て
い
る
男
性
は
６
０
歳

か
ら
、
女
性
は
５
５
歳
か
ら

年
金
を
も
ら
え
る
。
改
正
案

で
は
２
０
年
以
上
払
う
必
要

が
あ
り
、
男
女
と
も
６
０
歳

か
ら
と
厳
し
く
な
る
。
農
牧

族
か
ら
の
痛
烈
な
批
判
が
集

ま
り
そ
う
だ
。

　

い
ず
れ
妥
協
し
て
ゆ
る
く

な
る
こ
と
を
見
越
し
て
、
最

初
は
あ
え
て
厳
し
め
の
内
容

に
な
っ
て
い
る
。
社
会
保
障

制
度
改
革
に
よ
る
財
政
削

減
効
果
は
向
こ
う
１
０
年
で

１
兆
１
千
億
レ
ア
ル
と
試
算

さ
れ
て
い
る
が
、
カ
イ
ラ
ス

氏
は
前
記
コ
ラ
ム
の
中
で
、

議
会
で
も
ま
れ
て
８
千
億
レ

ア
ル
程
度
に
緩
め
ら
れ
て
も

十
分
に
効
果
は
見
込
め
る
と

し
、
年
金
専
門
家
パ
ウ
ロ
・

タ
フ
ネ
ル
氏
は
「
５
千
億
レ

ア
ル
で
も
上
等
」
と
み
る
。

そ
れ
ぐ
ら
い
現
状
の
案
は
厳

し
い
削
減
内
容
を
含
ん
で
い

【
既
報
関
連
】
独
裁
体
制
を
敷
く
マ
ド
ゥ
ー
ロ
大
統
領
と
、
１
月
２
３
日
に
暫
定
大

統
領
就
任
を
宣
言
し
た
フ
ア
ン
・
グ
ア
イ
ド
国
民
議
会
議
長
の
２
人
の
大
統
領
が

い
る
異
常
事
態
の
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
。「
２
月
２
３
日
に
は
諸
外
国
か
ら
援
助
物
資
が
届

く
」
と
グ
ア
イ
ド
暫
定
大
統
領
は
宣
言
し
た
が
、
そ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と
マ
ド
ゥ
ー

ロ
大
統
領
が
２
１
日
に
伯
国
と
の
国
境
封
鎖
宣
言
を
行
っ
た
こ
と
で
、
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
と
の
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
る
と
、
２
２
日
付
伯
字
紙
・
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

部
隊
が
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
に
援
助

物
資
を
持
っ
て
入
る
可
能
性

を
否
定
し
た
。

　

ア
ミ
ウ
ト
ン
・
モ
ウ
ロ
ン

副
大
統
領
も
、「
先
に
攻
撃

さ
れ
な
い
限
り
、
武
力
紛
争

は
あ
り
え
な
い
。
マ
ド
ゥ
ー
ロ

氏
も
そ
こ
ま
で
馬
鹿
で
は
な

い
。
国
境
閉
鎖
を
決
め
た
の

は
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
人
が
援
助

物
資
を
受
け
取
り
に
伯
国
に

行
く
事
を
阻
止
し
た
い
の
だ

ろ
う
。
軍
が
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
に

入
る
事
は
絶
対
な
い
と
何
度

も
マ
ド
ゥ
ー
ロ
氏
に
は
伝
え
た

の
だ
が
」
と
語
っ
た
。

　

２
２
日
、
毎
朝
開
け
ら
れ

る
国
境
ゲ
ー
ト
は
閉
鎖
さ
れ

た
ま
ま
。
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
に
帰

れ
な
く
な
っ
た
人
や
、
脱
出

し
よ
う
と
し
た
人
が
国
境
の

両
側
に
集
っ
た
が
、
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
軍
は
誰
も
通
さ
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
道
も
な
い
森
や

草
原
を
歩
い
て
伯
国
に
入
る

人
も
出
た
。「
命
が
け
で
こ
こ

ま
で
来
た
」
と
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

人
が
語
る
様
子
は
同
日
昼
の

Ｔ
Ｖ
ニ
ュ
ー
ス
で
も
放
送
さ

れ
た
。

「
幽
霊
候
補（
ラ
ラ
ン
ジ
ャ
）」

問
題
で
揺
れ
る
社
会
自
由

党
（
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）。
こ
れ
ま
で

ペ
ル
ナ
ン
ブ
ッ
コ
州
、
ミ
ナ

ス
・
ジ
ェ
ラ
イ
ス
州
で
問
題

と
な
っ
て
い
た
が
、
今
度
は

南
大
河
州
で
も
問
題
が
発
生

し
た
。
そ
れ
は
同
党
で
上
議

　

ま
た
、
国
境
か
ら
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
側
に
７
０
キ
ロ
ほ
ど
離

れ
た
ク
マ
ラ
カ
パ
イ
で
、
国

境
開
放
を
求
め
る
先
住
民
族

と
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
軍
の
衝
突

が
発
生
、
一
人
が
死
亡
し
、

多
く
の
負
傷
者
が
出
た
。
負

傷
者
を
乗
せ
た
２
台
の
救
急

車
だ
け
は
伯
国
へ
の
通
行
を

許
可
さ
れ
、
ボ
ア
・
ビ
ス
タ

の
病
院
に
運
ば
れ
た
。
負
傷

者
の
家
族
た
ち
は
、
伯
字
メ

デ
ィ
ア
に
「『
国
境
を
開
い
て

く
れ
』
と
兵
士
た
ち
に
訴
え

て
い
た
ら
撃
た
れ
た
」
と
語
っ

て
い
る
。

　

２
２
日
昼
前
に
は
、
２
３

ト
ン
の
粉
末
乳
、
５
０
０
組

の
救
急
医
療
セ
ッ
ト
の
支
援

物
資
を
積
ん
だ
伯
国
空
軍
機

が
、
ロ
ラ
イ
マ
州
都
ボ
ア
・

マ
ド
ゥ
ー
ロ
が
伯
国
国
境
を
封
鎖

る
。

　

軍
人
年
金
（
消
防
士
、
軍

警
含
む
）
改
正
案
が
３
月

２
０
日
に
第
２
弾
と
し
て
議

会
に
提
案
さ
れ
る
予
定
。
民

主
党（
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）の
下
院
リ
ー

ダ
ー
の
エ
ウ
マ
ー
ル
・
ナ
シ
オ

メ
ン
ト
氏
は
「
い
ま
の
法
案

審
議
を
進
め
て
修
正
を
加
え

つ
つ
、
軍
関
係
を
含
む
次
の

追
加
法
案
を
待
ち
た
い
」
と

し
て
い
る
。

　

与
党
・
社
会
自
由
党
（
Ｐ

Ｓ
Ｌ
）
の
下
院
リ
ー
ダ
ー
の

デ
レ
ガ
ー
ド
・
バ
ウ
ジ
ー
ル

氏
は
、「
連
邦
政
府
は
、
す

ぐ
に
次
の
法
案
を
出
さ
な
い

と
。
で
な
い
と
〝
軍
人
に
は

甘
い
別
の
も
の
が
適
用
さ
れ

る
の
で
は
〞
と
い
う
印
象
を

与
え
る
」
と
語
る
。

　

特
別
委
員
の
一
人
マ
ウ
ロ
・

べ
ネ
ヴ
ィ
デ
ス
・
フ
ィ
ー
リ
ョ

氏
は
、「
Ｐ
ｏ
ｒ 

ｔ
ｅ
ｍ
ｐ

ｏ
（
年
数
制
）」
の
場
合
、

年
金
保
険
料
の
支
払
い
期
間

が
現
状
の
３
０
年
か
ら
３
５

年
に
の
び
た
こ
と
が
、
特
に

不
人
気
な
点
だ
と
指
摘
し
、

「
間
違
い
な
く
修
正
が
入
る

厳
し
く
、
低
所
得
者
に
は
ゆ

る
く
改
革
す
る
内
容
》
と
評

し
、《
市
場
で
は
大
変
受
け
が

い
い
が
、
連
邦
議
員
や
公
務

員
か
ら
の
抵
抗
が
強
ま
っ
て
い

る
》
と
書
い
た
。

　

今
は
５
０
代
か
ら
年
金
を

も
ら
う
こ
と
が
可
能
な
公
務

員
も
一
律
に
男
性
６
５
、
女

性
６
２
歳
か
ら
の
受
給
に
さ

れ
、
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
の
受
給
上
限

が
厳
し
く
な
る
な
ど
特
権
的

な
待
遇
に
メ
ス
が
入
れ
ら
れ

　

２
０
日
に
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大

統
領
の
提
出
し
た
、
社
会
保

障
制
度
の
改
革
を
目
的
と
し

た
憲
法
改
正
案
が
、
支
出
削

減
を
大
胆
に
提
案
す
る
厳
し

い
内
容
を
含
ん
で
い
る
こ
と

を
受
け
、
下
院
議
員
や
知
事

の
あ
い
だ
で
不
安
が
走
っ
て
い

る
。
２
２
日
付
伯
字
紙
が
報

じ
て
い
る
。

　
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
ア
レ
シ
ャ

ン
ド
レ
・
カ
ラ
イ
ス
氏
が
エ
ス

タ
ー
ド
紙
サ
イ
ト
に
２
２
日

に
発
表
し
た
コ
ラ
ム
は
、
同

改
正
案
の
全
般
的
な
方
向
性

つ
い
て
《
高
所
得
者
に
よ
り

下
院「
和
ら
げ
る
修
正
は
必
至
」

ミ
ニ
ョ
コ
ン
を
空
中
公
園
に
改
修

州
知
事「
現
状
で
は
通
過
無
理
」

だ
ろ
う
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

パ
ウ
ロ
・
ゲ
デ
ス
経
済
相

は
２
０
日
に
州
知
事
と
の
会

合
を
行
な
い
、
こ
こ
で
も
悪

評
だ
っ
た
。
連
邦
直
轄
区
知

事
の
イ
バ
ネ
イ
ス
・
ロ
シ
ャ
氏

は
「
こ
の
法
案
で
は
政
府
側

は
５
０
票
も
獲
得
で
き
な
い
」

と
酷
評
し
、
ピ
ア
ウ
イ
州
の

フ
ラ
ヴ
ィ
オ
・
ジ
ー
ノ
知
事
は

「
最
も
貧
し
い
層
が
一
番
負

担
が
き
つ
い
」
と
指
摘
し
た
。

両
者
共
に
、
知
事
連
合
の
社

会
保
障
制
度
改
革
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
リ
ー
ダ
ー
だ
け
に
厳

し
い
発
言
だ
。

　

今
回
の
法
案
で
は
、
公
務

員
の
年
金
保
険
料
支
払
い
額

を
引
き
上
げ
る
案
が
出
て
お

り
、
最
大
で
２
２
％
ま
で
引

き
上
げ
ら
れ
る
可
能
性
が
出

て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
、
公

務
員
側
は
最
高
裁
に
訴
え
る

こ
と
も
辞
さ
な
い
構
え
で
い

る
。

整
え
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
、

マ
ド
ゥ
ー
ロ
大
統
領
は
２
１

日
に
「
今
日
夜
８
時
（
ブ
ラ

ジ
リ
ア
時
間
夜
９
時
）を
も
っ

て
、
伯
国
と
の
国
境
を
完
全

に
閉
鎖
す
る
。
他
国
の
軍
が

我
が
国
の
領
土
に
入
っ
て
か

ら
で
は
遅
い
。
閉
鎖
は
新
た

な
指
示
が
あ
る
ま
で
続
く
」

と
宣
言
し
た
。

　

２
１
日
に
は
連
邦
政
府

広
報
官
オ
タ
ヴ
ィ
オ
・
バ
ロ

ス
氏
は
、「
マ
ド
ゥ
ー
ロ
大
統

領
の
国
境
封
鎖
宣
言
は
出
た

が
、
方
針
に
変
わ
り
は
な
い
。

援
助
物
資
は
２
３
日
に
は

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
国
境
に
到
着
す

る
」
と
語
っ
た
。
し
か
し
な

が
ら
「
援
助
物
資
引
渡
し
に

は
、
グ
ア
イ
ド
暫
定
大
統
領

の
命
を
受
け
た
部
隊
が
、
伯

国
に
受
け
取
り
に
く
る
事
が

必
要
」
と
も
表
明
、
伯
国
軍

ボウソナロ大統領
（Alan Santos / PR）

ブラジリアで空軍機に載せられるベネズエラに向けた支援物資
（TV NBR）

聖 市

ビ
ス
タ
に
到
着
し
た
。
伯
国

は
、「
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
側
の
受
け

取
り
が
多
少
遅
れ
て
も
、
パ

カ
ラ
イ
マ
で
待
つ
」
と
の
姿
勢

だ
が
、
２
３
日
の
情
勢
は
余

談
を
許
さ
な
い
。

に
立
候
補
し
た
企
業
家
の
カ

ル
メ
ン
・
フ
ロ
ー
レ
ス
氏
が
、

公
金
の
政
党
支
援
金
を
、
自

身
の
娘
や
孫
、
自
分
の
企
業

に
横
流
し
し
て
い
た
疑
惑
が

発
覚
し
た
。
フ
ロ
ー
レ
ス
氏

は
１
５
０
万
票
獲
得
し
て
４

位
で
落
選
し
た
が
、「
当
選

す
る
気
は
な
く
、
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
氏
の
大
統
領
選
応
援
の
た

め
の
時
間
を
稼
い
だ
だ
け
」

と
ま
で
発
言
し
て
い
る
と

か
。
彼
女
の
た
め
に
、
ま
じ

め
に
考
え
て
票
を
投
じ
た
人

の
こ
と
を
考
え
る
と
、
何
と

も
複
雑
な
気
持
ち
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

最
高
裁
で
先
週
か
ら
「
同

性
愛
者
嫌
悪
は
犯
罪
か
」
の

判
事
投
票
が
行
な
わ
れ
て
い

る
が
、
現
時
点
で
セ
ウ
ソ
・

デ
・
メ
ロ
、
エ
ジ
ソ
ン
・
フ
ァ

キ
ン
、ア
レ
ッ
シ
ャ
ン
ド
レ
・

デ
・
モ
ラ
エ
ス
、
ル
イ
ス
・

ロ
ベ
ル
ト
・
バ
ロ
ー
ゾ
４
判

事
全
員
が
「
犯
罪
」
と
判

断
し
て
い
る
。
こ
れ
で
残
り

７
判
事
中
、
も
う
２
判
事
が

賛
成
す
れ
ば
過
半
数
を
超
え

る
。
モ
ラ
エ
ス
判
事
に
至
っ

て
は
「
信
仰
の
自
由
の
抵
触

に
は
至
ら
な
い
」
と
、
福
音

派
が
反
対
の
理
由
と
し
て
主

張
し
た
が
る
ポ
イ
ン
ト
も
否

定
し
た
。
こ
れ
も
福
音
派
支

持
の
強
い
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
に

は
痛
い
展
開
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

今
週
末
の
サ
ッ
カ
ー
の
聖

州
選
手
権
、
注
目
カ
ー
ド
は

本
日
、
聖
市
ア
リ
ア
ン
ツ
・

パ
ル
ケ
で
行
な
わ
れ
る
パ
ル

メ
イ
ラ
ス
対
サ
ン
ト
ス
の
一

戦
だ
。
こ
こ
ま
で
好
調
で
選

手
権
そ
の
も
の
を
牽
引
し
て

い
る
両
者
だ
が
、
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
の
前
の
予
行
演
習

的
な
一
戦
と
い
っ
た
と
こ
ろ

か
。
コ
リ
ン
チ
ャ
ン
ス
は
ボ

タ
フ
ォ
ゴ
Ｓ
Ｐ
、
不
調
の
サ

ン
パ
ウ
ロ
は
Ｒ
Ｂ
ブ
ラ
ジ
ル

と
明
日
そ
れ
ぞ
れ
対
戦
だ
。

　

リ
オ
の
連
邦
警
察
は
２
１

日
、
マ
リ
エ
ー
レ
・
フ
ラ
ン

コ
市
議
（
昨
年
３
月
死
去
）

の
殺
害
事
件
の
捜
査
妨
害
に

関
与
し
た
件
で
事
情
聴
取
な

ど
を
行
な
っ
た
。
捜
査
担
当

の
州
市
警
自
ら
が
妨
害
工
作

に
関
わ
っ
て
い
た
の
で
は
と

昨
年
１
１
月
か
ら
内
偵
し
て

い
た
。
２
２
日
付
伯
字
紙
が

報
じ
て
い
る
。

　

今
回
の
事
情
聴
取
に
は
、

元
軍
警
の
ミ
リ
シ
ア
で
重
要

証
人
と
目
さ
れ
て
い
る
ロ
ド

リ
ゴ
・
フ
ェ
レ
イ
ラ
氏
や
、

元
民
主
運
動
（
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
所

属
の
リ
オ
州
議
で
州
会
計
検

査
員
を
懲
戒
免
職
に
な
っ
た

ば
か
り
の
ド
ミ
ン
ゴ
ス
・
ブ

ラ
ゾ
ン
氏
な
ど
が
含
ま
れ
て

い
る
。
最
初
の
捜
査
で
彼
ら

は
怪
し
い
と
さ
れ
て
い
た

が
、
市
警
は
途
中
か
ら
捜
査

線
上
か
ら
外
し
て
い
た
経
緯

が
あ
っ
た
。

　

こ
の
捜
査
の
キ
ッ
カ
ケ

は
、
２
０
１
７
年
か
ら
別
件

で
逮
捕
さ
れ
て
い
る
元
軍
警

で
ミ
リ
シ
ア
の
オ
ル
ラ
ン

ド
・
オ
リ
ヴ
ェ
イ
ラ
・
デ
・

ア
ラ
ウ
ー
ジ
ョ
氏
が
、「
リ

オ
市
警
が
殺
し
屋
を
雇
っ
て

マ
リ
エ
ー
レ
を
殺
し
た
」
と

証
言
し
た
こ
と
だ
っ
た
。

　

そ
れ
ま
で
連
邦
警
察
は
、

マ
リ
エ
ー
レ
氏
殺
害
は
、「
オ

ル
ラ
ン
ド
氏
と
リ
オ
市
会
議

員
の
マ
ル
セ
ロ
・
シ
シ
リ

ア
ー
ノ
氏
の
計
画
で
あ
る
」

と
の
仮
説
を
有
力
視
し
て
い

た
。
そ
れ
は
「
こ
の
２
人
が

〝
マ
リ
エ
ー
レ
氏
と
の
問
題

を
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
〞

と
話
し
て
い
る
の
を
レ
ス
ト

ラ
ン
で
耳
に
し
た
」
と
い
う

フ
ェ
レ
イ
ラ
氏
の
証
言
が

あ
っ
た
た
め
だ
。
両
氏
は
終

始
そ
れ
を
否
定
し
て
い
た
。

　

だ
が
、
そ
の
仮
説
が
浮
上

し
た
後
、
オ
ル
ラ
ン
ド
氏
が

以
前
に
利
権
を
持
っ
て
い

た
リ
オ
西
部
の
ス
ポ
ー
ツ
施

設
が
フ
ェ
レ
イ
ラ
氏
の
管
轄

に
な
る
な
ど
不
審
な
こ
と
が

起
こ
っ
た
こ
と
か
ら
、
連
警

が
こ
の
仮
説
を
疑
う
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。

　

ブ
ル
ー
ノ
・
コ
ー
ヴ
ァ
ス

聖
市
長
（
民
主
社
会
党
・
Ｐ

Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
は
２
１
日
、
市
内

セ
ン
ト
ロ
と
西
部
を
結
ぶ
大

型
高
架
道
路
「
ミ
ニ
ョ
コ
ン
」

を
「
空
中
公
園
」
に
す
る
と

決
定
し
た
と
、
２
２
日
付
伯

字
各
紙
が
報
じ
た
。

　

１
９
７
１
年
に
建
て
ら
れ

た
ミ
ニ
ョ
コ
ン
は
、
４
車
線

の
幅
が
あ
る
。
工
事
は
今
年

下
半
期
に
も
開
始
さ
れ
る
予

定
だ
。

　

第
一
期
工
事
区
間
、
ル
ー

ズ
ベ
ル
ト
広
場
か
ら
ア

ロ
ウ
シ
ェ
広
場
ま
で
は
、

２
０
２
０
年
ま
で
の
完
成
を

目
指
し
て
い
る
。「
市
長
は
こ

れ
を
手
土
産
に
、
同
年
後
半

に
行
わ
れ
る
、
市
長
選
再
選

を
狙
う
つ
も
り
？　
」
と
地

元
紙
は
分
析
し
て
い
る
。

「
ミ
ニ
ョ
コ
ン
を
、
車
道
と
し

て
使
う
こ
と
を
や
め
る
こ
と
」

は
、
ハ
ダ
ジ
元
市
長
（
労
働

者
党
・
Ｐ
Ｔ
）
時
代
か
ら
決

ま
っ
て
い
た
。
だ
が
そ
の
後
ど

う
使
う
か
は
、
結
論
が
出
て

い
な
か
っ
た
。
公
園
化
に
伴

う
費
用
の
計
算
と
、
橋
の
安

全
性
検
査
を
待
っ
て
の
コ
ー

ヴ
ァ
ス
市
長
の
決
断
と
な
っ

た
。

　

ミ
ニ
ョ
コ
ン
を
解
体
し
て
、

下
の
道
路
を
活
性
化
さ
せ
る

案
も
検
討
さ
れ
た
が
、
解
体

に
伴
う
費
用
が
高
額
な
こ
と

と
、
解
体
工
事
中
の
地
域
の

交
通
事
情
、
騒
音
や
ゴ
ミ
問

題
な
ど
も
考
慮
さ
れ
、「
橋

を
残
し
て
の
公
園
化
」
に
落

ち
着
い
た
。

　

公
園
化
の
具
体
案
と
し
て

は
、
橋
の
上
の
緑
化
、
ベ
ン

チ
を
置
い
て
市
民
が
く
つ
ろ

げ
る
よ
う
に
す
る
、
落
下
防

止
の
柵
を
と
り
つ
け
る
だ
け

で
な
く
、
近
接
の
集
合
住
宅

か
ら
直
接
公
園
に
繋
が
る
橋

を
架
け
る
こ
と
も
検
討
さ
れ

て
い
る
。
空
中
公
園
と
い
う

付
加
価
値
の
付
い
た
建
物
を
、

レ
ス
ト
ラ
ン
や
商
業
施
設
に

す
る
事
も
可
能
で
、
市
は
公

園
管
理
を
民
間
委
託
す
る
方

針
だ
。

　

ミ
ニ
ョ
コ
ン
は
現
在
で
も

週
末
は
車
の
交
通
が
遮
断
さ

れ
、
歩
行
者
に
解
放
さ
れ
て

い
る
。
今
は
道
の
上
を
歩
く

だ
け
だ
が
、
公
園
化
さ
れ
れ

ば
多
く
の
市
民
に
と
っ
て
憩
い

の
場
と
な
る
。

　

し
か
し
、「
こ
れ
ま
で
ミ
ニ
ョ

コ
ン
を
走
っ
て
い
た
車
が
、
下

の
道
に
流
れ
混
雑
す
る
」
と

交
通
工
学
者
の
セ
ル
ジ
オ
・

エ
ゼ
ン
ベ
ル
ギ
氏
は
指
摘
す

る
。

　

計
画
発
表
の
場
で
コ
ー

ヴ
ァ
ス
市
長
は
、「
計
画
に
異

論
が
あ
る
事
は
承
知
し
て
い

る
。
し
か
し
大
局
的
に
見
れ

ば
、
市
民
に
利
益
を
た
ら
す
。

ま
ず
は
第
一
期
工
事
区
間
を

完
成
さ
せ
て
、
次
期
市
長
に

引
き
継
ぎ
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

連
邦
警
察
は
２
１
日
、
ト

カ
ン
チ
ン
ス
、
ゴ
イ
ア
ス
、

パ
ラ
ナ
、
パ
ラ
ー
、
ロ
ラ
イ

マ
、
セ
ア
ラ
ー
、
聖
州
の

７
州
と
連
邦
直
轄
区
で
一
斉

に
、
麻
薬
組
織
の
摘
発
作
戦

を
決
行
。
２
６
人
が
逮
捕
さ

れ
、
麻
薬
を
国
外
に
運
ぶ
た

め
の
飛
行
機
４
７
機
も
押
収

さ
れ
た
と
、
２
１
、２
２
日

付
伯
字
各
紙
・
サ
イ
ト
が
報

じ
た
。

　

麻
薬
組
織
は
国
外
産
の
麻

薬
を
伯
国
に
、
ま
た
欧
米
諸

国
に
も
輸
送
し
て
い
た
。
容

疑
者
の
中
に
は
国
際
警
察
イ

ン
タ
ー
ポ
ー
ル
に
よ
り
国
際

手
配
さ
れ
て
い
る
者
も
含
ま

れ
て
い
た
。
連
警
は
、「
容

疑
者
た
ち
に
は
、
麻
薬
の
国

際
取
引
、
犯
罪
組
織
形
成
、

資
金
洗
浄
、
空
港
警
備
員
殺

害
な
ど
の
嫌
疑
か
か
け
ら
れ

て
い
る
」
と
発
表
し
た
。

　

約
４
０
０
人
の
警
察
が
動

員
さ
れ
た
こ
の
作
戦
に
は
、

伯
国
空
軍
と
、
ゴ
イ
ア
ス
州

軍
警
エ
ア
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
も

協
力
、
ト
カ
ン
チ
ン
ス
州
パ

ル
マ
ス
連
邦
裁
判
所
が
５
４

件
の
逮
捕
令
状
、
８
１
件
の

家
宅
捜
索
令
状
を
出
し
、
全

て
執
行
さ
れ
た
。

　

パ
ル
マ
ス
連
邦
裁
判
所

は
、
総
勢
１
０
０
人
の
銀

行
口
座
の
凍
結
を
許
可
し
、

１
３
の
農
場
に
も
、
立
ち
入

り
禁
止
措
置
が
と
ら
れ
た
。

農
場
に
は
、
麻
薬
を
積
ん
だ

飛
行
機
の
滑
走
路
代
わ
り
に

使
わ
れ
た
痕
跡
が
あ
っ
た
。

　

捜
査
に
よ
る
と
、
容
疑
者

た
ち
は
１
７
年
半
ば
か
ら

１
８
年
末
ま
で
に
か
け
て
、

少
な
く
と
も
４
０
０
キ
ロ
の

麻
薬
を
飛
行
機
で
２
３
回
輸

送
、
総
重
量
は
９
ト
ン
を
超

え
る
。

　

こ
の
作
戦
で
は
監
視
の
目

を
か
い
く
ぐ
り
、
川
を
通
っ

て
麻
薬
を
運
ぶ
た
め
に
使
わ

れ
た
小
型
潜
水
艦
も
押
収
さ

れ
た
。

外国為替市況
中銀サイトより

2月22日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.7412  R$
買　3.7407  R$

円相場
売　0.0338  R$
買　0.0338  R$

運命の 23日、物資は届くか？
　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
反

マ
ド
ゥ
ー
ロ
の
立
場
で
一
貫
し
て
お
り
、
２
３
日
の
援
助

物
資
搬
入
に
向
け
て
準
備
を

連
警
が
市
警
の
捜
査
妨
害
疑
う

初
期
の
容
疑
者
に
再
事
情
聴
取

再
選
の
目
玉
政
策
に
す
る
思
惑
も

ベネズエラ
情勢

社会保障制度改革

大
胆
で
厳
し
す
ぎ
と
法
案
不
評

（２）２０１９年 第５１８８号 ２月 ２３日 （土曜日）

マリエーレ事件

７
州
と
直
轄
区
で
２
６
人
逮
捕

麻
薬
の
国
際
密
輸
団
を
摘
発

連 警



　

日に

本ほ
ん

に
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

が
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
、
戦せ

ん

後ご

、
ア
メ

リ
カ
か
ら
、
と
い
う
よ
う
に
考か

ん
が
え
て
い
る
人ひ

と

が
多お

お

い
。
し
か
し

こ
れ
は
事じ

実じ
つ

だ
ろ
う
か
？

　

た
と
え
ば
、
選せ

ん

挙き
ょ

制せ
い

度ど

の
発は

っ

展て
ん

を
見み

て
み
よ
う
。
非ひ

納の
う

税ぜ
い

者し
ゃ

に
も
選せ

ん

挙き
ょ

権け
ん

が
与あ

た

え
ら
れ
た
の
は
、
日に

本ほ
ん

で
は
１
９
２
５

（
大た

い

正し
ょ
う１
４
）
年ね

ん

だ
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
１
９
１
８
年ね

ん

と
わ

ず
か
７
年ね

ん

の
遅お

く

れ
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
黒こ

く

人じ
ん

の
政せ

い

治じ

参さ
ん

加か

を
合ご

う

法ほ
う

的て
き

に
排は

い

除じ
ょ

す

る
た
め
に
南な

ん

部ぶ

諸し
ょ

州し
ゅ
うは
選せ

ん

挙き
ょ

人に
ん

資し

格か
く

と
し
て
人じ

ん

頭と
う

税ぜ
い

を
導ど

う

入に
ゅ
うし
て
お
り
、
こ
れ
が
完か

ん

全ぜ
ん

に
撤て

っ

廃ぱ
い

さ
れ
た
の
は
、
な
ん
と

１
９
６
０
年ね

ん

で
あ
る
。
欧お

う

米べ
い

諸し
ょ

国こ
く

に
比く

ら

べ
て
、
日に

本ほ
ん

の
選せ

ん

挙き
ょ

制せ
い

度ど

が
そ
れ
ほ
ど
遅お

く

れ
て
い
た
と
は
言い

え
な
い
。［
１
］

　

近き
ん

隣り
ん

の
ア
ジ
ア
諸し

ょ

国こ
く

と
比く

ら

べ
て
は
ど
う
か
。
韓か

ん

国こ
く

で
は
、

７
９
年ね

ん

に
ク
ー
デ
タ
ー
で
実じ

っ

権け
ん

を
握に

ぎ

っ
た
全

ち
ょ
ん

斗ど

煥ふ
ぁ
ん

将し
ょ
う

軍ぐ
ん

が
、

翌よ
く

８
０
年ね

ん

に
は
非ひ

常じ
ょ
う

戒か
い

厳げ
ん

令れ
い

を
発は

っ

し
て
、
金き

む

大で

中じ
ゅ
ん、
金き

む

鍾
じ
ょ
ん

泌ぴ
る

ら
有ゆ

う

力り
ょ
く

政せ
い

治じ

家か

を
拘こ

う

束そ
く

し
て
い
る
。
実じ

っ

質し
つ

的て
き

に
民み

ん

主し
ゅ

選せ
ん

挙き
ょ

が
機き

能の
う

し
始は

じ

め
た
の
は
、
８
７
年ね

ん

の
盧の

泰て

愚う

政せ
い

権け
ん

以い

降こ
う

で
あ

ろ
う
。

　

台た
い

湾わ
ん

で
史し

上じ
ょ
う

初は
つ

の
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

選せ
ん

挙き
ょ

が
行お

こ
なわ
れ
た
の
は
、
９
６

年ね
ん

で
あ
る
。
漢か

ん

民み
ん

族ぞ
く

５
千せ

ん

年ね
ん

の
歴れ

き

史し

で
初は

じ

め
て
の
民み

ん

主し
ゅ

選せ
ん

挙き
ょ

と
話わ

題だ
い

に
な
っ
た
。
こ
の
と
き
、
こ
れ
見み

よ
が
し
に
ミ
サ
イ
ル

を
発は

っ

射し
ゃ

し
て
、
自じ

由ゆ
う

選せ
ん

挙き
ょ

を
脅お

び
や
か
し
た
中

ち
ゅ
う

国ご
く

は
、
野や

党と
う

を
結け

っ

成せ
い

し
よ
う
と
し
た
民み

ん

主し
ゅ

活か
つ

動ど
う

家か

を
逮た

い

捕ほ

し
て
、
懲

ち
ょ
う

役え
き

１
０
年ね

ん

日に

本ほ
ん

の
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

は
輸ゆ

入に
ゅ
う

品ひ
ん

か
？

１９９９年
ねん

４月
がつ

１０日
か

版
ばん

以い

上じ
ょ
うの
弾だ

ん

圧あ
つ

を
加く

わ

え
て
お
り
、
今い

ま

の
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

政せ
い

権け
ん

が
続つ

づ

く
限か

ぎ

り
、
民み

ん

主し
ゅ

選せ
ん

挙き
ょ

が
行お

こ
なわ
れ
る
気け

配は
い

は
ま
っ
た
く
な
い
。［
２
］

　

こ
れ
ら
の
国く

に

に
比く

ら

べ
れ
ば
、
我わ

が
国く

に

は
１
１
０
年ね

ん

前ま
え

、

１
８
８
９
（
明め

い

治じ

２
２
）
年ね

ん

に
ア
ジ
ア
で
最さ

い

初し
ょ

の
近き

ん

代だ
い

的て
き

憲け
ん

法ぽ
う

を
制せ

い

定て
い

し
、
翌よ

く

年と
し

、
帝て

い

国こ
く

議ぎ

会か
い

を
開か

い

催さ
い

し
た
。
ア
ジ
ア
の

中な
か

で
は
群ぐ

ん

を
抜ぬ

い
て
早は

や

い
。
な
ぜ
日に

本ほ
ん

だ
け
が
、
自じ

由ゆ
う

選せ
ん

挙き
ょ

、

議ぎ

会か
い

政せ
い

治じ

と
い
う
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

制せ
い

度ど

を
い
ち
早は

や

く
取と

り
入い

れ
る

事こ
と

が
で
き
た
の
か
？

　

欧お
う

米べ
い

の
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

と
類る

い

似じ

の
土ど

壌じ
ょ
うが
、
江え

戸ど

時じ

代だ
い

以い

前ぜ
ん

か

ら
す
で
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
？

　

西せ
い

洋よ
う

に
お
け
る
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

の
源げ

ん

流り
ゅ
うは
、古こ

代だ
い

ギ
リ
シ
ア
、ロ
ー

マ
、
ゲ
ル
マ
ン
社し

ゃ

会か
い

で
行お

こ
な
わ
れ
て
い
た
民み

ん

会か
い

で
あ
る
。
財ざ

い

産さ
ん

や

身み

分ぶ
ん

な
ど
で
参さ

ん

加か

制せ
い

限げ
ん

は
あ
っ
た
が
、市し

民み
ん

の
話は

な

し
合あ

い
に
よ
っ

て
、
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

と
し
て
の
意い

思し

決け
っ

定て
い

が
行お

こ
なわ
れ
て
い
た
。

　

面お
も

白し
ろ

い
こ
と
に
、
民み

ん

会か
い

と
同ど

う

様よ
う

の
集あ

つ

ま
り
が
、
日に

本ほ
ん

神し
ん

話わ

に
も
見み

ら
れ
る
。
速す

さ
の
お
の
み
こ
と

須
佐
男
命
が
、
高た

か

天ま
が

原は
ら

を
訪た

ず

ね
、
乱ら

ん

暴ぼ
う

狼ろ
う

藉ぜ
き

を
働は

た
らい
た
の
で
、
姉あ

ね

の
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お

御み

神か
み

は
天あ

ま

の
岩い

わ

屋や

戸と

に

籠こ

も
っ
て
し
ま
わ
れ
、
そ
れ
が
た
め
に
高た

か

天ま
が

原は
ら

は
真ま

っ
暗く

ら

と
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

　

こ
こ
で
、
八や

百お

万よ
ろ
ずの
神か

み

々が
み

は
天

あ
め
の

安や
す
の

河か
わ

原ら

に
「
神か

む

集つ
ど

い
集つ

ど

ひ
」
て
、
相そ

う

談だ
ん

を
す
る
。
そ
の
結け

っ

果か

が
、
お
祭ま

つ

り
騒さ

わ

ぎ
を
し

て
、
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お

御み

神か
み

が
少す

こ

し
岩い

わ

戸と

を
開あ

け
て
、
外そ

と

を
の
ぞ
い
た

時と
き

に
、
そ
の
手て

を
と
っ
て
引ひ

き
出だ

す
と
い
う
妙

み
ょ
う

案あ
ん

と
な
り
、
見み

事ご
と

成せ
い

功こ
う

す
る
。
そ
し
て
、
再ふ

た
た
び
「
八や

百お

万よ
ろ
ずの
神か

み

共と
も

に
謀は

か

り
て
」、

速す
さ
の
お
の
み
こ
と

須
佐
男
命
を
罰ば

っ

し
、
追つ

い

放ほ
う

す
る
。［
３
］

　
こ
こ
で
興

き
ょ
う

味み

深ぶ
か

い
の
は
、
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お

御み

神か
み

の
態た

い

度ど

で
あ
る
。

高た
か

天ま
が

原は
ら

の
統と

う

治ち

者し
ゃ

な
の
だ
か
ら
、
号ご

う

令れ
い

一い
っ

下か

、
八や

百お

万よ
ろ
ずの

神か
み

々が
み

を
動ど

う

員い
ん

し
て
、
い
き
な
り
速す

さ
の
お
の
み
こ
と

須
佐
男
命
を
追つ

い

放ほ
う

し
て
も

よ
い
の
に
、
そ
う
し
て
い
な
い
。
も
し
そ
う
し
た
の
で
は
、
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お

御み

神か
み

と
速す

さ
の
お
の
み
こ
と

須
佐
男
命
の
武ぶ

力り
ょ
くに
よ
る
権け

ん

力り
ょ
く

闘と
う

争そ
う

と
な
っ

て
し
ま
う
。
こ
れ
で
は
毛も

う

沢た
く

東と
う

と
劉

り
ゅ
う

少し
ょ
う

奇き

の
争あ

ら
そい
と
同お

な

じ
だ
。

　

天あ
ま

照て
ら
す

大お
お

御み

神か
み

は
そ
れ
を
避さ

け
、
岩い

わ

屋や

戸と

に
閉と

じ
こ
も
っ
て
、

八や

百お

万よ
ろ
ずの
神か

み

々が
み

に
自み

ず
か
ら
考か

ん
が
え
さ
せ
る
機き

会か
い

を
与あ

た

え
た
の
で
あ

る
。
八や

百お

万よ
ろ
ずの
神か

み

々が
み

は
、
皆み

な

で
相そ

う

談だ
ん

し
て
、
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お

御み

神か
み

を

統と
う

治ち

者し
ゃ

と
し
て
迎む

か

え
、
速す

さ
の
お
の
み
こ
と

須
佐
男
命
を
追つ

い

放ほ
う

し
た
。
衆

し
ゅ
う

議ぎ

に

よ
っ
て
、
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お

御み

神か
み

を
正せ

い

統と
う

な
統と

う

治ち

者し
ゃ

と
す
る
事こ

と

を
公こ

う

論ろ
ん

と
し
て
決け

っ

定て
い

し
た
と
言い

え
る
。

　

神し
ん

話わ

だ
け
で
な
く
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
史し

書し
ょ

、
魏ぎ

志し

倭わ

人じ
ん

伝で
ん

に
も
女じ

ょ

王お
う

ヒ
ミ
コ
が
共

き
ょ
う

立り
つ

さ
れ
た
と
記し

る

さ
れ
て
い
る
。
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お

御み

神か
み

と
同ど

う

様よ
う

、
話は

な

し
合あ

い
に
よ
っ
て
、
推す

い

戴た
い

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

聖
し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

が
推す

い

古こ

天て
ん

皇の
う

１
２
（
６
０
２
）
年ね

ん

に
作つ

く

ら
れ
た

と
さ
れ
る
憲け

ん

法ぽ
う

十じ
ゅ
う

七し
ち

条じ
ょ
うは
、
こ
の
衆

し
ゅ
う

議ぎ

公こ
う

論ろ
ん

の
伝で

ん

統と
う

を
最さ

い

初し
ょ

に
明め

い

文ぶ
ん

化か

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

第だ
い

一い
ち

条じ
ょ
うの
有ゆ

う

名め
い

な
「
和わ

を
も
っ
て
貴と

う
と
し
と
な
す
」
と
い
う
の

は
、
単た

ん

に
仲な

か

良よ

く
せ
よ
、
と
い
う
の
で
は
な
い
。
人に

ん

間げ
ん

は
み
な

党と
う

派は

心し
ん

が
あ
る
の
で
、
エ
ゴ
の
ぶ
つ
か
り
あ
い
が
、
争あ

ら
そい
を
起お

こ
し
が
ち
で
あ
る
。
太た

い

子し

は
「
和わ

」
の
必ひ

つ

要よ
う

な
理り

由ゆ
う

を
次つ

ぎ

の
よ

う
に
述の

べ
て
い
る
。

　
然し

か

れ
ど
も
、
上か

み

和や
わ

ら
ぎ
、
下し

も

睦む
つ

び
て
事こ

と

を
論

あ
げ
つ
らふ
に
諧か

な

ひ
ぬ

る
と
き
は
、則す

な
はち
事じ

理り

自お
の

ず
か
ら
通か

よ

ふ
。何な

に

事ご
と

か
成な

ら
ざ
ら
む
。

［
４
］

　

地ち

位い

や
年ね

ん

齢れ
い

の
上

じ
ょ
う

下げ

は
あ
っ
て
も
、
和わ

気き

藹あ
い

々あ
い

と
議ぎ

論ろ
ん

を

尽つ

く
せ
ば
、
物も

の

事ご
と

の
道ど

う

理り

が
自お

の

ず
か
ら
明あ

き

ら
か
に
な
る
。
そ

う
な
れ
ば
、
出で

来き

な
い
事こ

と

な
ど
あ
ろ
う
か
、
と
言い

わ
れ
る
の
で

あ
る
。

　

ク
ラ
ブ
と
か
、
職

し
ょ
く

場ば

な
ど
で
、
和な

ご

や
か
な
ム
ー
ド
の
中な

か

で
自じ

由ゆ
う

な
話は

な

し
合あ

い
が
行お

こ
な
わ
れ
れ
ば
、
衆

し
ゅ
う

知ち

を
集あ

つ

め
、
皆み

な

の
意い

思し

統と
う

一い
つ
も
で
き
て
、
何な

に

事ご
と

も
き
わ
め
て
ス
ム
ー
ズ
に
行い

く
、
と
い

う
事こ

と

を
体た

い

験け
ん

さ
れ
た
読ど

く

者し
ゃ

も
多お

お

い
だ
ろ
う
。「
和わ

を
も
っ
て
貴

と
う
と

し
と
な
す
」
と
い
う
第だ

い

一い
ち

条じ
ょ
うは
、「
和わ

」
に
基も

と

づ
い
た
衆

し
ゅ
う

議ぎ

を

国こ
っ

家か

統と
う

治ち

の
基き

本ほ
ん

と
し
て
定さ

だ

め
た
も
の
で
あ
る
。

　

武ぶ

家け

の
時じ

代だ
い

と
な
っ
て
、
長な

が

く
法ほ

う

治ち

の
拠よ

り
所ど

こ
ろと
さ
れ
た
の

は
、
貞

じ
ょ
う

永え
い

元が
ん

（
１
２
３
２
）
年ね

ん

に
制せ

い

定て
い

さ
れ
た
御ご

成せ
い

敗ば
い

式し
き

目も
く

（
貞

じ
ょ
う

永え
い

式し
き

目も
く

）
で
あ
る
。
こ
れ
は
幕ば

く

府ふ

の
評

ひ
ょ
う

定じ
ょ
う

衆し
ゅ
う１
３
人に

ん

の

多た

数す
う

決け
つ

に
よ
っ
て
制せ

い

定て
い

さ
れ
た
。
そ
の
起き

請し
ょ
う

文も
ん

に
は
、彼か

れ

ら
が
、

い
か
に
厳げ

ん

粛し
ゅ
くな
衆

し
ゅ
う

議ぎ

を
行

お
こ
な
っ
た
か
に
つ
い
て
述の

べ
て
い
る
。

　
お
よ
そ
評

ひ
ょ
う

定じ
ょ
うの
間ま

、理り

非ひ

に
お
い
て
は
親し

ん

疎そ

あ
る
べ
か
ら
ず
、

好こ
う

悪お

あ
る
べ
か
ら
ず
。
た
だ
道ど

う

理り

の
推お

す
と
こ
ろ
、
心し

ん

中ち
ゅ
うの
存ぞ

ん

知じ

、
傍ほ

う

輩ば
い

を
憚は

ば
か
ら
ず
、
権け

ん

門も
ん

を
恐お

そ

れ
ず
、
詞こ

と
ば
を
出だ

す
べ
き
な

り
　

法ほ
う

を
決き

め
れ
ば
、
当と

う

然ぜ
ん

、
不ふ

利り

な
者も

の

、
有ゆ

う

利り

な
者も

の

が
出で

て

く
る
。
法ほ

う

を
考か

ん
が
え
る
場ば

合あ
い

、
自じ

分ぶ
ん

の
親し

た

し
い
者も

の

、
好こ

の

む
者も

の

の

利り

益え
き

を
考か

ん
が
え
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
た
だ
、道ど

う

理り

を
追つ

い

求き
ゅ
うし
て
、

他た

の
メ
ン
バ
ー
の
思お

も

惑わ
く

を
憚

は
ば
か
っ
た
り
、
権け

ん

力り
ょ
く

者し
ゃ

を
恐お

そ

れ
た
り
せ

ず
、
発は

つ

言げ
ん

す
る
べ
き
だ
、
と
言い

う
の
で
あ
る
。

　

現げ
ん

代だ
い

の
国こ

っ

会か
い

で
、
特と

く

定て
い

集し
ゅ
う

団だ
ん

の
利り

益え
き

代だ
い

表ひ
ょ
うと
な
っ
て
い
る

議ぎ

員い
ん

に
聞き

か
せ
た
い
言こ

と

葉ば

だ
。
こ
の
よ
う
な
公こ

う

平へ
い

無む

私し

な
態た

い

度ど

で
衆

し
ゅ
う

議ぎ

を
つ
く
し
て
こ
そ
、
真し

ん

の
公こ

う

論ろ
ん

、
す
な
わ
ち
、
国こ

く

民み
ん

全ぜ
ん

体た
い

の
意い

思し

を
発は

っ

見け
ん

で
き
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
制せ

い

定て
い

さ
れ
た
貞

じ
ょ
う

永え
い

式し
き

目も
く

は
長な

が

く
武ぶ

士し

や
庶し

ょ

民み
ん

の
法ほ

う

と
し
て
定て

い

着ち
ゃ
くし
、

民み
ん

主し
ゅ

政せ
い

治じ

に
不ふ

可か

欠け
つ

な
法ほ

う

治ち

社し
ゃ

会か
い

の
土ど

壌じ
ょ
うと
な
っ
た
。［
５
，

Ｐ
２
３
３
］

　

明め
い

治じ

元が
ん

（
１
８
６
８
）
年ね

ん

、
明め

い

治じ

新し
ん

政せ
い

府ふ

は
基き

本ほ
ん

方ほ
う

針し
ん

と
し
て
、
五ご

箇か

条じ
ょ
うの
ご
誓せ

い

文も
ん

を
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
た
。
そ
の
第だ

い

一い
ち

条
じ
ょ
う

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を毎
まいしゅう

週
掲

けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や
日

に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しで
も日

に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでい
ない兄

きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介し
てください。

（ニッケイ新
しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

（３） ２０１９年第５１８８号 	 ２月	２３日	（土曜日）

参
さん

議
ぎ

院
いん

議
ぎ

場
じょう

（昭
しょう

和
わ

22 年
ねん

）

天
あま

の岩
いわ

屋
や

戸
と

から姿
すがた

を表
あらわ

す天
あま

照
てらす

大
おお

御
み

神
かみ

聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

御
ご

成
せい

敗
ばい

式
しき

目
もく

五
ご

箇
か

条
じょう

のご誓
せい

文
もん

が
「
広ひ

ろ

ク
会か

い

議ぎ

ヲ
興お

こ

シ
万ば

ん

機き

公こ
う

論ろ
ん

ニ
決け

つ

ス
ベ
シ
」
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
民み

ん

主し
ゅ

政せ
い

治じ

の
根こ

ん

本ぽ
ん

原げ
ん

理り

が
、
い
き
な
り
成せ

い

立り
つ

直ち
ょ
く

後ご

の
新し

ん

政せ
い

府ふ

の
第だ

い

一い
ち

方ほ
う

針し
ん

と
し
て
打う

ち
出だ

さ
れ
た
、
と
い
う
点て

ん

が

注ち
ゅ
う

目も
く

さ
れ
る
。

　

第だ
い

一い
ち

に
、
民み

ん

主し
ゅ

政せ
い

治じ

が
西せ

い

洋よ
う

諸し
ょ

国こ
く

の
国こ

く

民み
ん

全ぜ
ん

体た
い

の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
引ひ

き
出だ

し
、
経け

い

済ざ
い

的て
き

・
軍ぐ

ん

事じ

的て
き

発は
っ

展て
ん

の
基き

盤ば
ん

と
な
っ

て
い
る
と
、
明め

い

治じ

新し
ん

政せ
い

府ふ

は
見み

て
い
た
点て

ん

で
あ
る
。
西せ

い

洋よ
う

諸し
ょ

国こ
く

の
攻こ

う

勢せ
い

か
ら
独ど

く

立り
つ

を
守ま

も

る
た
め
に
は
、
我わ

が
国く

に

も
同お

な

じ
基き

盤ば
ん

を
持も

た
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
新し

ん

政せ
い

府ふ

の
決け

つ

意い

を
、
こ

の
冒ぼ

う

頭と
う

第だ
い

一い
ち

条じ
ょ
うに
見み

る
事こ

と

が
で
き
る
。

　

第だ
い

二に

は
、
こ
の
方ほ

う

針し
ん

を
当と

う

時じ

の
国こ

く

民み
ん

全ぜ
ん

体た
い

が
何な

ん

の
違い

和わ

感か
ん

も
な
く
、
自し

然ぜ
ん

に
受う

け
と
め
た
と
い
う
点て

ん

で
あ
る
。
新し

ん

興こ
う

国こ
く

で

民み
ん

主し
ゅ

選せ
ん

挙き
ょ

を
い
き
な
り
実じ

っ

施し

し
て
も
、
少

し
ょ
う

数す
う

派は

が
ク
ー
デ
タ
ー

を
起お

こ
し
た
り
し
て
、
な
か
な
か
安あ

ん

定て
い

し
な
い
場ば

合あ
い

が
多お

お

い
。

そ
れ
に
比く

ら

べ
れ
ば
、
明め

い

治じ

維い

新し
ん

後ご

、
わ
ず
か
２
０
数す

う

年ね
ん

で
ア

ジ
ア
で
最さ

い

初し
ょ

の
近き

ん

代だ
い

憲け
ん

法ぽ
う

を
制せ

い

定て
い

し
、
選せ

ん

挙き
ょ

に
基も

と

づ
く
議ぎ

会か
い

開か
い

催さ
い

に
こ
ぎ
つ
け
た
の
は
、
や
は
り
そ
れ
だ
け
の
下し

た

地じ

が
あ
っ

た
か
ら
だ
と
考か

ん
が
え
ざ
る
を
え
な
い
。

　

昭
し
ょ
う

和わ

２
０
年ね

ん

７
月が

つ

、
敗は

い

色し
ょ
く

濃の
う

厚こ
う

の
日に

本ほ
ん

に
対た

い

し
て
、
連れ

ん

合ご
う

国こ
く

は
ポ
ツ
ダ
ム
宣せ

ん

言げ
ん

を
発は

っ

し
、
降こ

う

伏ふ
く

条じ
ょ
う

件け
ん

を
提て

い

示じ

し
た
。
そ

の
第だ

い

１
０
条じ

ょ
うに
は
、

　
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

政せ
い

府ふ

ハ
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

国こ
く

民み
ん

ノ
間あ

い
だニ
於お

ケ
ル
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

的て
き

傾け
い

向こ
う

ノ
復ふ

っ

活か
つ

強き
ょ
う

化か

ニ
対た

い

ス
ル
一い

っ

切さ
い

ノ
障

し
ょ
う

礙が
い

ヲ
除じ

ょ

去き
ょ

ス
ヘ
シ

　

と
い
う
一い

っ

節せ
つ

が
あ
る
。「
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

的て
き

傾け
い

向こ
う

ノ
復ふ

っ

活か
つ

強き
ょ
う

化か

」

と
い
う
言こ

と

葉ば

に
注

ち
ゅ
う

目も
く

さ
れ
た
い
。
連れ

ん

合ご
う

国こ
く

側が
わ

も
、
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

的て
き

傾け
い

向こ
う

が
戦せ

ん

前ぜ
ん

か
ら
日に

本ほ
ん

に
あ
っ
た
と
認に

ん

識し
き

し
て
い
た
の
で
あ

る
。

　

昭
し
ょ
う

和わ

２
１
年ね

ん

年ね
ん

頭と
う

に
「
新し

ん

日に

本ほ
ん

建け
ん

設せ
つ

の
詔

し
ょ
う

書し
ょ

」
が
発は

っ

表ぴ
ょ
うさ

れ
た
。
そ
の
冒ぼ

う

頭と
う

に
は
、
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

の
意い

思し

に
よ
り
、
五ご

箇か

条じ
ょ
うの
ご
誓せ

い

文も
ん

が
そ
の
ま
ま
引い

ん

用よ
う

さ
れ
た
。
戦せ

ん

後ご

の
再さ

い

出し
ゅ
っ

発ぱ
つ

に

あ
た
り
、
近き

ん

代だ
い

日に

本ほ
ん

の
出

し
ゅ
っ

発ぱ
つ

点て
ん

が
「
万ば

ん

機き

公こ
う

論ろ
ん

に
決け

っ

す
べ
し
」

に
あ
っ
た
こ
と
を
思お

も

い
お
こ
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。

　

占せ
ん

領り
ょ
う

軍ぐ
ん

は
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
い
う
聞き

き
慣な

れ
な
い
用よ

う

語ご

を
持も

ち
込こ

ん
だ
が
、
国こ

く

民み
ん

は
そ
れ
を
何な

ん

の
抵て

い

抗こ
う

も
な
く
、

ス
ム
ー
ズ
に
受う

け
入い

れ
た
。
昔む

か
し
か
ら
の
衆

し
ゅ
う

議ぎ

公こ
う

論ろ
ん

の
伝で

ん

統と
う

か

ら
見み

れ
ば
、
特と

く

に
違い

和わ

感か
ん

は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

君く
ん

主し
ゅ

制せ
い

と
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

が
対た

い

立り
つ

す
る
と
考か

ん
が
え
る
人ひ

と

が
多お

お

い
が
、

こ
れ
が
大お

お

き
な
誤ご

解か
い

で
あ
る
事こ

と

は
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、

ベ
ル
ギ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
な
ど
、
安あ

ん

定て
い

し
た

民み
ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

国こ
く

は
君く

ん

主し
ゅ

制せ
い

国こ
っ

家か

に
多お

お

い
事こ

と

を
見み

れ
ば
す
ぐ
に
分わ

か
る
。

　

民み
ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

の
本ほ

ん

質し
つ

は
、「
権け

ん

力り
ょ
く」
が
国こ

く

民み
ん

に
あ
る
事こ

と

で
あ
り
、

そ
の
反は

ん

対た
い

は
独ど

く

裁さ
い

制せ
い

で
あ
る
。
君く

ん

主し
ゅ

制せ
い

は
、
元げ

ん

首し
ゅ

と
い
う
国こ

っ

家か

統と
う

合ご
う

の
「
権け

ん

威い

」
が
世せ

襲し
ゅ
うで
あ
る
事こ

と

を
意い

味み

し
、
そ
の
反は

ん

対た
い

概が
い

念ね
ん

は
共

き
ょ
う

和わ

制せ
い

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
組く

み
合あ

わ

せ
で
、
以い

下か

の
４
通と

お

り
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。

君く
ん

主し
ゅ

制せ
い

民み
ん

主し
ゅ

国こ
っ

家か

：
イ
ギ
リ
ス
、
日に

本ほ
ん

な
ど

共き
ょ
う

和わ

制せ
い

民み
ん

主し
ゅ

国こ
っ

家か

：
ア
メ
リ
カ
な
ど

君く
ん

主し
ゅ

制せ
い

独ど
く

裁さ
い

国こ
っ

家か

：
帝て

い

政せ
い

ロ
シ
ア
、
清し

ん

帝て
い

国こ
く

な
ど

共き
ょ
う

和わ

制せ
い

独ど
く

裁さ
い

国こ
っ

家か

：
旧き

ゅ
うソ
連れ

ん

、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

な
ど

　

衆
し
ゅ
う

議ぎ

公こ
う

論ろ
ん

の
伝で

ん

統と
う

の
あ
る
所と

こ
ろで
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
な
君く

ん

主し
ゅ

制せ
い

に
し
ろ
、
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
な
共

き
ょ
う

和わ

制せ
い

に
し
ろ
、
安あ

ん

定て
い

し

た
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

を
発は

っ

展て
ん

さ
せ
て
い
る
。
逆ぎ

ゃ
くに
帝て

い

政せ
い

ロ
シ
ア
や
清し

ん

帝て
い

国こ
く

な
ど
の
君く

ん

主し
ゅ

制せ
い

独ど
く

裁さ
い

国こ
っ

家か

を
革か

く

命め
い

で
倒た

お

し
て
も
、
衆

し
ゅ
う

議ぎ

公こ
う

論ろ
ん

の
伝で

ん

統と
う

の
な
い
所と

こ
ろで
は
、
共

き
ょ
う

和わ

制せ
い

独ど
く

裁さ
い

国こ
っ

家か

と
な
る
だ
け

だ
。

　

民み
ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

が
安あ

ん

定て
い

的て
き

に
機き

能の
う

す
る
た
め
に
は
、
衆

し
ゅ
う

議ぎ

を
つ

く
し
た
結け

っ

果か

、
定さ

だ

め
ら
れ
た
公こ

う

論ろ
ん

に
は
、
反は

ん

対た
い

派は

も
従し

た
が
う
、

と
い
う
国こ

く

民み
ん

的て
き

コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
必ひ

つ

要よ
う

だ
。
こ
の
衆

し
ゅ
う

議ぎ

公こ
う

論ろ
ん

の

伝で
ん

統と
う

が
、
古こ

代だ
い

か
ら
、
我わ

が
国く

に

の
政せ

い

治じ

文ぶ
ん

化か

に
脈

み
ゃ
く

々み
ゃ
くと
受う

け

継つ

が
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
ア
ジ
ア
で
は
群ぐ

ん

を
抜ぬ

い
て
早は

や

く
、

ま
た
西せ

い

洋よ
う

に
も
比ひ

肩け
ん

し
う
る
民み

ん

主し
ゅ

政せ
い

治じ

の
発は

っ

展て
ん

が
可か

能の
う

で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

１
．　

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｔ　

Ｅ
Ｎ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ａ　

Ｅ
Ｎ

Ｃ
Ｙ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ａ　
９
９

２
．　

産さ
ん

経け
い

新し
ん

聞ぶ
ん

、
１
９
９
８
．
１
２
．
２
２　

東と
う

京き
ょ
う

朝
ち
ょ
う

～
衆し

ゅ
う

議ぎ

公こ
う

論ろ
ん

の
伝で

ん

統と
う

～

１
．日に

本ほ
ん

の
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

は
戦せ

ん

後ご

か
ら
？

２
．
神か

み

代よ

の
衆し

ゅ
う

議ぎ

３
．「
和わ

」
に
基も

と

づ
い
た
衆し

ゅ
う

議ぎ

刊か
ん　
７
頁ペ

ー
ジ　

国こ
く

際さ
い

面め
ん

３
．　
「
古こ

事じ

記き

」、
武た

け

田だ

祐ゆ
う

吉き
ち

訳や
く

注ち
ゅ
う、
角か

ど

川か
わ

文ぶ
ん

庫こ

、
Ｓ

３
１
．
５

４
．　
「
聖

し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

の
信し

ん

仰こ
う

思し

想そ
う

と
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

創そ
う

業ぎ
ょ
う」、

黒く
ろ

上か
み

正ま
さ

一い
ち

郎ろ
う

、
Ｓ
５
．
５　

国こ
く

民み
ん

文ぶ
ん

化か

研け
ん

究き
ゅ
う

会か
い

５
．　
「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
は
何な

に

か
・

上じ
ょ
う」、
山や

ま

本も
と

七し
ち

平へ
い

、
Ｐ
Ｈ
Ｐ

文ぶ
ん

庫こ

、
Ｈ
４
．
４

４
．
衆し

ゅ
う

議ぎ

は
無む

私し

の
態た

い

度ど

で

５
．
万ば

ん

機き

公こ
う

論ろ
ん

ニ
決け

つ

ス
ベ
シ

６
．
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

的て
き

傾け
い

向こ
う

ノ
復ふ

っ

活か
つ

強き
ょ
う

化か

７
．
君く

ん

主し
ゅ

制せ
い

民み
ん

主し
ゅ

国こ
っ

家か

と

        

共き
ょ
う

和わ

制せ
い

独ど
く

裁さ
い

国こ
っ

家か
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Abe e Trump conversam por telefone 
sobre questão dos sequestros de 
japoneses pela Coreia do Norte

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Coreia do Norte (21/02/2019)

O primeiro-ministro do 
Japão, Shinzo Abe, e o 
presidente dos Estados 
Unidos, Donald Trump, 
conversaram por telefone, 
na quarta-feira, a respeito 
da questão dos sequestros 
de cidadãos japoneses por 
espiões norte-coreanos dé-
cadas atrás.
Após a conversa telefôni-
ca, Abe declarou à impren-

sa que: “Nós concordamos 
que o Japão e os Estados 
Unidos vão trabalhar de 
maneira ainda mais pró-
xima em todos os níveis 
visando resolver a questão 
dos programas nuclear e de 
mísseis da Coreia do Nor-
te, além dos sequestros de 
japoneses. Passamos um 
bom tempo discutindo a 
questão dos sequestros”.

Ao se encontrar com fa-
miliares dos sequestrados 
nesta semana, o premiê 
japonês disse que explica-
ria a Trump seu plano para 
resolver a questão, além de 
pedir ao presidente ame-
ricano que transmita suas 
ideias ao líder norte-corea-
no Kim Jong Un.
Os familiares, por sua vez, 
declararam querer o retor-

no de todos os sequestra-
dos o mais rápido possível.
Segundo o governo japo-
nês, pelo menos 17 cida-
dãos foram sequestrados 
pelo lado norte-coreano. 
Cinco deles retornaram 
em 2002, após uma cúpula 
entre o Japão e a Coreia do 
Norte. Já o paradeiro dos 
12 restantes é desconheci-
do.

Presidente dos EUA deve visitar Japão 
logo após ascensão do novo imperador

EUA  (21/02/2019)

Autoridades do governo 
japonês afirmaram que o 
presidente americano Do-
nald Trump deve visitar o 
país como convidado de 
Estado, no final de maio. 
Espera-se que ele seja o 
primeiro líder estrangei-
ro a se encontrar com o 
novo imperador, após sua 
ascensão ao trono.

Na quarta-feira, o pri-
meiro-ministro do Japão, 
Shinzo Abe, falou por te-
lefone com Trump. A con-
versa ocorreu em anteci-
pação à segunda cúpula 
entre Estados Unidos e 
Coreia do Norte, que está 
agendada para a próxima 
semana no Vietnã.
Abe pediu ao presidente 

Forte terremoto deixa 
feridos em Hokkaido

Terremoto (22/02/2019)

Autoridades japonesas 
estão analisando a escala 
dos danos provocados por 
um terremoto de magnitu-
de 5,8, que atingiu a ilha 
de Hokkaido, no norte do 
Japão, na noite de quinta-
feira.
O terremoto aconteceu às 
21h22 na parte central da 
ilha, com o foco do tremor 
a uma profundidade de 33 
quilômetros.
Quatro pessoas tiveram 
ferimentos leves, e mais 
de 70 casas estão sem 
água. Autoridades estão 
alertando sobre mais ati-
vidades sísmicas.
Em setembro último, a re-
gião foi atingida por um 
terremoto de magnitude 
6,7, deixando 41 mortos.
Toshiyuki Matsumori, da 
Agência de Meteorologia 

do Japão, disse que o aba-
lo de quinta-feira foi um 
tremor secundário daque-
le ocorrido no ano passa-
do.
Autoridades em Atsuma 
afirmam que houve des-
lizamentos de terra na 
região, mas não foram re-
gistrados danos.
Um especialista em terre-
moto está alertando sobre 
a ocorrência de possíveis 
deslizamentos de terra. 
Ele diz que o tremor do 
ano passado provocou 
afrouxamento do solo, e 
recomendou às pessoas 
que vivem nas proximida-
des das encostas de mon-
tanhas que evacuem como 
medida de precaução.
O Aeroporto Shin-Chito-
se está operando normal-
mente na sexta-feira.

americano que visitasse o 
Japão em breve, já que o 
príncipe herdeiro assumi-
rá o trono em 1º de maio. 
Segundo autoridades ja-
ponesas, Donald Trump 
demonstrou interesse na 
visita, e espera-se que ela 
ocorra entre os dias 26 e 
28 de maio.
Representantes de Japão 

e Estados Unidos plane-
jam a agenda da viagem 
de Trump, que pode in-
cluir sua presença como 
expectador em um tor-
neio de sumo profissio-
nal, além de uma partida 
de golfe com o premiê 
japonês.

Coreia do Sul e China vão participar de reunião 
organizada pela Força Marítima de Autodefesa do Japão

Japão, EUA e Coreia do Sul realizarão encontro antes 
de reunião de cúpula entre Washington e Pyongyang

Segurança Regional (20/02/2019)

Diplomacia (22/02/2019)

A China e a Coreia do 
Sul vão enviar cada uma 
um oficial de alto esca-
lão da marinha para uma 
reunião anual de países da 
região Ásia-Pacífico que 
será organizada pela For-
ça Marítima de Autodefe-
sa do Japão.
A reunião da academia 
de instrutores navais vai 
começar na segunda-feira 
da semana que vem em 

Segundo informações 
obtidas pela NHK, o 
conselheiro de Seguran-
ça Nacional dos Estados 
Unidos, John Bolton, re-
alizará conversações com 
autoridades do Japão e da 
Coreia do Sul, em prepa-
ração à segunda reunião 
de cúpula entre Estados 

Tóquio na Escola de Co-
mando da Força Marítima 
de Autodefesa do Japão. 
Seu objetivo é aprofundar 
a compreensão mútua en-
tre as marinhas da região. 
Os participantes vão com-
partilhar opiniões sobre 
cooperação em assistência 
humanitária e missões de 
ajuda em desastres.
A Força Marítima de Au-
todefesa do Japão disse 

Unidos e Coreia do Norte, 
que está marcada para a 
semana que vem no Viet-
nã.
Fontes dos Estados Uni-
dos e da Coreia do Sul in-
formaram que Bolton vai 
visitar a cidade sul-corea-
na de Pusan no domingo, 
onde vai se encontrar com 

que os participantes in-
cluem a Coreia do Sul e a 
China. Será a primeira vez 
em seis anos que a China 
participa.
A reunião ocorre em um 
momento no qual autori-
dades de defesa japonesas 
estão em um impasse com 
a Coreia do Sul devido 
ao incidente com um ra-
dar em dezembro. Tóquio 
diz que uma embarcação 

o chefe do secretariado 
nacional do Conselho de 
Segurança do Japão, Sho-
taro Yachi, e o chefe do 
Escritório de Segurança 
Nacional da Coreia do 
Sul, Chung Eui-yong.
Os três deverão confirmar 
que as posturas de cada 
país serão rigorosamente 

da marinha sul-coreana 
apontou um radar de con-
trole de tiro contra uma 
aeronave de patrulha ja-
ponesa. Entretanto, Seul 
nega que isso tenha ocor-
rido.
O chefe da Força Maríti-
ma de Autodefesa, Yutaka 
Murakawa, disse que a 
participação da China e da 
Coreia do Sul no encontro 
será benéfica para a segu-
rança na região. Ele disse 
que a Força Marítima de 
Autodefesa vai continuar 
a se esforçar para estabe-
lecer relações de confian-
ça.

coordenadas antes da cú-
pula. O governo dos Esta-
dos Unidos deu indicações 
de que estaria disposto a 
ajudar no desenvolvimen-
to econômico da Coreia 
do Norte, se o governo 
norte-coreano se compro-
meter a realizar uma com-
pleta desnuclearização. 
Os três representantes de-
vem discutir como reali-
zar a desnuclearização da 
Coreia do Norte.

Chefe da missão da Hayabusa 2 diz 
que Japão continua sendo líder na 
exploração de asteroides

Tecnologia   (22/02/2018)

O chefe da missão da 
sonda Hayabusa 2, do Ja-
pão, manifestou confian-
ça de que o país continua 
sendo líder mundial na 
exploração de asteroides.
Makoto Yoshikawa dis-
se à NHK, na sexta-feira, 

que o primeiro pouso da 
sonda no asteroide Ryu-
gu foi o maior desafio da 
missão.
Yoshikawa afirmou que 
a Hayabusa 2 ficou mais 
tempo sobre Ryugu do 
que a sonda anterior em 

um outro asteroide an-
tes do pouso. Ele citou 
que esse fato possibilitou 
a Hayabusa 2 a analisar 
Ryugu em detalhes e efe-
tuar simulações de pouso.
Ele disse que a equipe do 
projeto não deixará de ser 

levada pelo otimismo por-
que os pousos restantes 
envolvem muito risco.
Yoshikawa acrescentou 
que só ficará aliviado 
quando a sonda retornar à 
Terra.
Ele afirmou que o projeto 
conta com muitos cien-
tistas jovens e que expe-
riências obtidas com a 
primeira Hayabusa foram 
passadas à equipe atual.

Honda Motor vai cortar produção 
global para 5,1 milhões

Honda (20/02/2019)

A montadora japonesa 
Honda Motor disse que irá 
cortar a sua produção glo-
bal anual de automóveis 
de 5,4 milhões para 5,1 
milhões de unidades.
A decisão está em confor-

midade com o plano da 
empresa de fechar suas 
fábricas no Reino Unido 
e na Turquia em 2021. O 
plano foi anunciado ofi-
cialmente pela Honda na 
terça-feira (19).

A montadora quer con-
centrar a sua produção 
de carros ecologicamente 
responsáveis na China, 
nos Estados Unidos e no 
Japão. Até 2030, a Honda 
planeja que dois terços da 
sua produção correspon-
dam a veículos elétricos.
A companhia afirmou que 
seus carros para o merca-
do europeu serão produ-

zidos na China e no Japão 
sob o argumento de que 
as vendas na Europa têm 
crescido pouco.
Takahiro Hachigo, o pre-
sidente da Honda Motor, 
disse na terça que seria 
difícil produzir veículos 
elétricos na Europa por 
conta da competitividade 
na região.
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習し
ゅ
う

支し

援え
ん

セ
ン
タ
ー
を
私し

的て
き

に

ご
訪ほ

う

問も
ん

さ
れ
、
日に

本ほ
ん

語ご

を
学ま

な

ぶ
外が

い

国こ
く

人じ
ん

に
優や

さ

し
く
励は

げ

ま
し

の
言こ

と

葉ば

を
か
け
ら
れ
て
い
る
。

国こ
く

策さ
く

と
し
て
送お

く

り
出だ

さ
れ
た

日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
労ろ

う

苦く

を
思お

も

い
や

る
が
ゆ
え
に
、
来ら

い

日に
ち

す
る
日に

っ

系け
い

人じ
ん

に
ま
で
温あ

た
た

か
い
眼ま

な

差ざ

し

を
向む

け
ら
れ
る
陛へ

い

下か

。
こ
う

し
た
心

こ
こ
ろ

遣づ
か

い
は
日に

っ

系け
い

子し

弟て
い

に

と
っ
て
は
有あ

り
難が

た

い
限か

ぎ

り
だ
。

　

２
４
日か

、
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

ご
在ざ

い

位い

３
０
年ね

ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

が
、
東と

う

京き
ょ
う

都と

の
国こ

く

立り
つ

劇げ
き

場じ
ょ
うで
催も

よ
お
さ
れ
る
。
陛へ

い

下か

は
４
月が

つ

３
０
日に

ち

に

ご
退た

い

位い

さ
れ
、
平へ

い

成せ
い

の
御み

代よ

も
い
よ
い
よ
幕ま

く

引び

き
と
な
る
。
天て

ん

皇の
う

皇こ
う

后ご
う

両り
ょ
う

陛へ
い

下か

は
皇こ

う

太た
い

子し

時じ

代だ
い

の
１
９
６
７
年ね

ん

、
７
８

年ね
ん

、
ご
即そ

く

位い

後ご

の
９
７
年ね

ん

の
計け

い

３
回か

い

に
及お

よ

ん
で
ブ
ラ
ジ
ル
を
訪ほ

う

問も
ん

さ
れ
た
。
移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

と
子し

弟て
い

に
ず
っ
と
心こ

こ
ろを
寄よ

せ
ら
れ
、

デ
カ
セ
ギ
ブ
ー
ム
以い

降こ
う

は
、
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

に
還か

ん

流り
ゅ
うす
る
日に

っ

系け
い

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

の
生せ

い

活か
つ

を
も
案あ

ん

じ
、
そ
の
幸し

あ
わせ
を
願ね

が
っ
て
こ
ら
れ

た
。
両

り
ょ
う

陛へ
い

下か

に
拝は

い

謁え
つ

し
た
コ
ロ
ニ
ア
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

の
経け

い

験け
ん

か
ら
、
両

り
ょ
う

陛へ
い

下か

と
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

と
の
絆き

ず
なを
振ふ

り
返か

え

る
と
と
も
に
、
ご
在ざ

い

位い

３
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

奉ほ
う

祝し
ゅ
くに
寄よ

せ
て
コ
ロ
ニ
ア
か
ら
感か

ん

謝し
ゃ

の
声こ

え

を
集あ

つ

め
た
。

　
　
　
　
　

◎

　

フ
ン
シ
ャ
ル
移い

住じ
ゅ
う

地ち

の
お

忍し
の

び
の
み
な
ら
ず
、「
何な

ん

で
も

知し

っ
て
や
ろ
う
」
と
い
う
若わ

か

か

り
し
頃こ

ろ

の
殿で

ん

下か

の
敏び

ん

捷し
ょ
う
さ
が

伺う
か
がえ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
も
う
一ひ

と

つ
あ
る
。
前ぜ

ん

身し
ん

の
パ
ウ
リ
ス
タ

新し
ん

聞ぶ
ん

が
報ほ

う

じ
た
「
暁

あ
か
つ
きの
お
忍し

の

び
」
だ
。
６
７
年ね

ん

５
月が

つ

２
３

日に
ち

、
首し

ゅ

都と

ブ
ラ
ジ
リ
ア
で
の

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うレ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
終お

わ

カ
イ
ブ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対た

い

し
て
御ご

下か

賜し

金き
ん

が
下か

賜し

さ
れ
、

両り
ょ
う

陛へ
い

下か

に
温あ

た
た
か
く
見み

守ま
も

ら
れ

な
が
ら
発は

っ

展て
ん

し
て
き
た
経け

い

緯い

が
あ
る
。

　

退た
い

位い

さ
れ
る
４
月が

つ

３
０
日に

ち

に
合あ

わ
せ
て
オ
ー
プ
ン
す
べ
く

７
階か

い

の
改か

い

装そ
う

工こ
う

事じ

が
急き

ゅ
う
ピ
ッ

チ
で
進す

す

め
ら
れ
、
９
階か

い

で
は

ご
在ざ

い

位い

３
０
年ね

ん

特と
く

別べ
つ

展て
ん

と
し

て
、
こ
れ
ま
で
の
両

り
ょ
う

陛へ
い

下か

の

ブ
ラ
ジ
ル
ご
訪ほ

う

問も
ん

を
写し

ゃ

真し
ん

パ

ネ
ル
で
展て

ん

示じ

す
る
予よ

定て
い

だ
。

　

山や
ま

下し
た

副ふ
く

委い

員い
ん

長ち
ょ
うは
「
日に

本ほ
ん

　
「
殿で

ん

下か

が
お
見み

え
に
な
っ

た
の
は
、昭

し
ょ
う

和わ

４
２
（
１
９
６ 

７
）
年ね

ん

５
月が

つ

２
７
日に

ち

の
早そ

う

朝
ち
ょ
う

６
時じ

頃ご
ろ

で
し
た
。
あ
の
日ひ

の

衝し
ょ
う

撃げ
き

は
今い

ま

で
も
忘わ

す

れ
ら
れ
な

い
」
―
―
リ
オ
州し

ゅ
う

フ
ン
シ
ャ

ル
移い

住じ
ゅ
う

地ち

在ざ
い

住じ
ゅ
うの
小こ

松ま
つ

滋し
げ
るさ

ん
（
６
３
、
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

）
は
、

当と
う

時じ

の
様よ

う

子す

を
昨き

の
う日
の
こ
と

の
よ
う
に
刻こ

く

銘め
い

に
記き

憶お
く

し
て

い
る
。

　

１
９
６
７
年ね

ん

５
月が

つ

、
ご
成せ

い

婚こ
ん

後ご

、
初は

じ

め
て
ブ
ラ
ジ
ル

を
ご
訪ほ

う

問も
ん

さ
れ
た
両

り
ょ
う

殿で
ん

下か

は

２
６
日に

ち

に
リ
オ
入い

り
し
、
同ど

う

日じ
つ

は
州

し
ゅ
う

知ち

事じ

主し
ゅ

催さ
い

の
晩ば

ん

餐さ
ん

会か
い

、
夜よ

中な
か

の
零れ

い

時じ

半は
ん

近ち
か

く
ま

で
サ
ン
バ
を
鑑か

ん

賞し
ょ
うさ
れ
て
い

た
。
同ど

う

移い

住じ
ゅ
う

地ち

訪ほ
う

問も
ん

は
公こ

う

式し
き

日に
っ

程て
い

に
は
な
く
、
弊へ

い

紙し

の

前ぜ
ん

身し
ん

パ
ウ
リ
ス
タ
新し

ん

聞ぶ
ん

記き

者し
ゃ

が
、
移い

住じ
ゅ
う

地ち

行ゆ

き
を
キ
ャ
ッ

チ
し
た
の
は
、
同ど

う

日じ
つ

の
午ご

後ご

１
１
時じ

頃ご
ろ

だ
っ
た
。

　

当と
う

時じ

の
座ざ

談だ
ん

会か
い

記き

事じ

に
よ

れ
ば
、
先さ

き

廻ま
わ

り
し
て
待た

い

機き

し
て
い
た
田た

中な
か

敬け
い

吾ご

記き

者し
ゃ

は

《
部ぶ

落ら
く

の
人ひ

と

た
ち
は
「
本ほ

ん

当と
う

に
殿で

ん

下か

は
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

か
」
と
ね
ぼ
け
眼ま

な
こ

を
こ
す
り

な
が
ら
半は

ん

信し
ん

半は
ん

疑ぎ

だ
っ
た
》

と
当と

う

時じ

の
様よ

う

子す

を
こ
う
綴つ

づ

っ

て
い
る
。

　

そ
れ
も
そ
の
は
ず
。
村そ

ん

民み
ん

は
、
翌よ

く

２
７
日に

ち

に
は
リ
オ
市し

の
フ
ル
ミ
ネ
ン
セ
・
ク
ラ
ブ

で
催も

よ
お

さ
れ
る
歓か

ん

迎げ
い

式し
き

典て
ん

に
出

し
ゅ
っ

天
てん

皇
のう

皇
こう

后
ごう

両
りょう

陛
へい

下
か

の肖
しょう

像
ぞう

画
が

の前
まえ

で、新
しん

年
ねん

に弥
や

栄
えい

を祈
いの

る日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

関
かん

係
けい

者
しゃ

章し
ょ
うを
首く

び

か
ら
下さ

げ
ら
れ
た
若わ

か

か
り
し
頃こ

ろ

の
凛り

ん

と
し
た
陛へ

い

下か

が
描え

が

か
れ
て
い
る
。

　

当と
う

時じ

、
日に

っ

伯ぱ
く

租そ

税ぜ
い

条じ
ょ
う

約や
く

が

調ち
ょ
う

印い
ん

さ
れ
、
日に

本ほ
ん

か
ら
の
投と

う

資し

が
過か

熱ね
つ

し
て
い
た
時じ

代だ
い

。

敗は
い

戦せ
ん

か
ら
復ふ

っ

興こ
う

を
遂と

げ
、
急

き
ゅ
う

成せ
い

長ち
ょ
う
を
遂と

げ
た
東と

う

亜あ

の
一い

っ

等と
う

国こ
く

か
ら
訪お

と
ず

れ
た
、
若わ

か

く
気き

品ひ
ん

溢あ
ふ

れ
る
プ
リ
ン
ス
、
プ
リ
ン
セ

ン
・
パ
レ
ル
・
ホ
テ
ル
ま
で
の

沿え
ん

道ど
う

１
３
キ
ロ
沿そ

い
は
、
約や

く

３
０
万ま

ん

人に
ん

で
蹲

う
ず
く
ま

っ
た
と
い
う

熱ね
っ

狂き
ょ
うぶ
り
だ
っ
た
。

り
か
け
た
午ご

前ぜ
ん

１
時じ

４
０
分ぷ

ん

頃こ
ろ

、「
ど
こ
か
に
行い

き
た
い
」

と
い
う
殿で

ん

下か

の
ご
意い

向こ
う

を
キ
ャ

ッ
チ
し
た
記き

者し
ゃ

が
ホ
テ
ル
前ま

え

で
待た

い

機き

。
午ご

前ぜ
ん

５
時じ

半は
ん

、
暁

あ
か
つ
き

の
な
か
宿

し
ゅ
く

舎し
ゃ

を
こ
っ
そ
り
と
抜ぬ

け
ら
れ
た
殿で

ん

下か

の
単た

ん

独ど
く

同ど
う

行こ
う

に
成せ

い

功こ
う

す
る
と
い
う
特と

く

ダ
ネ

に
。
殿で

ん

下か

は
ア
マ
ゾ
ン
河か

わ

の

源げ
ん

流り
ゅ
うが
流な

が

れ
る
ソ
ブ
ラ
ン
ン
ニ

ャ
、
フ
ェ
リ
カ
ウ
両

り
ょ
う

部ぶ

落ら
く

の
山や

ま

や
川か

わ

で
３
時じ

間か
ん

ほ
ど
過す

ご
さ

れ
、
小こ

魚ざ
か
な
を
採さ

い

取し
ゅ

し
、
マ
ン

ジ
ョ
ッ
カ
を
お
持も

ち
帰か

え

り
に
な

ら
れ
た
と
か
。
当と

う

時じ

の
座ざ

談だ
ん

会か
い

記き

事じ

に
よ
れ
ば
《
３
日か

間か
ん

で
眠ね

む

れ
た
の
は
３
時じ

間か
ん

く
ら

い
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
タ
フ
な
皇こ

う

太た
い

子し

様さ
ま

に
お
付つ

き
合あ

い
す
る

の
は
至し

難な
ん

の
ワ
ザ
》
だ
っ
た
と

か
。
ま
さ
に
記き

者し
ゃ

泣な

か
せ
だ

っ
た
よ
う
。

山
やま

内
うち

さん

「
両

り
ょ
う

陛へ
い

下か

に
感か

ん

謝し
ゃ

の
意い

を
表

あ
ら
わ

し
、
平へ

い

成せ
い

か
ら
新あ

た
ら
し
い
御み

世よ

の
変か

わ
り
目め

に
、
新し

ん

時じ

代だ
い

を

彷ほ
う

彿ふ
つ

と
さ
せ
る
近き

ん

代だ
い

的て
き

な
移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ

た
い
」
―
―
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

の
山や

ま

下し
た

玲れ
い

子こ

リ

ジ
ア
副ふ

く

委い

員い
ん

長ち
ょ
うは
、
こ
う
強つ

よ

い
意い

気き

込ご

み
を
語か

た

る
。

　

史し

料り
ょ
う

館か
ん

は
、
７
８
年ね

ん

６
月が

つ

１
８
日に

ち

の
移い

民み
ん

の
日ひ

に
皇こ

う

太た
い

席せ
き

し
、
両

り
ょ
う

殿で
ん

下か

に
謁え

っ

見け
ん

す
る

心こ
こ
ろづ
も
り
で
い
た
。
ま
さ
か
、

殿で
ん

下か

自み
ず
から
訪ほ

う

問も
ん

さ
れ
る
と
は

想そ
う

像ぞ
う

だ
に
し
て
い
な
か
っ
た

か
ら
だ
。

　

小こ

松ま
つ

さ
ん
は
「
夜よ

中な
か

の
３

時じ

頃ご
ろ

、
使し

者し
ゃ

か
ら
ご
訪ほ

う

問も
ん

の

知し

ら
せ
が
突と

つ

如じ
ょ

と
し
て
入は

い

っ

た
。
当と

う

時じ

は
、
電で

ん

気き

も
電で

ん

話わ

も
な
い
時じ

代だ
い

。
だ
か
ら
皆み

な

が

手て

分わ

け
を
し
て
、
村む

ら

の
一い

っ

軒け
ん

一い
っ

軒け
ん

に
連れ

ん

絡ら
く

し
て
廻め

ぐ

っ
た
ん

で
す
よ
。
村そ

ん

民み
ん

は
『
ま
さ
か

本ほ
ん

当と
う

に
来こ

ら
れ
る
よ
う
な
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
』
と
半は

ん

信し
ん

半は
ん

疑ぎ

で
、
お
迎む

か

え
す
る
た
め

に
橋は

し

の
た
も
と
に
集あ

つ

ま
っ
て

話わ

題だ
い

を
呼よ

ん
だ
６
７
年ね

ん

初は
つ

来ら
い

伯は
く

国こ
く

外が
い

で
唯ゆ

い

一い
つ

、
両り

ょ
う

陛へ
い

下か

の
肖し

ょ
う

像ぞ
う

画が

皇こ
う

后ご
う

陛へ
い

下か

の
気き

配く
ば

り
に
感か

ん

激げ
き

「
娘む

す
め

が
お
世せ

話わ

に
な
り
ま
し
た
」

い
た
。
い
ざ
夜よ

る

が
明あ

け
て
、

さ
っ
そ
う
と
ロ
ー
ル
ス
ロ
イ

ス
に
乗の

っ
て
、
移い

住じ
ゅ
う

地ち

に
お

姿す
が
たを
現あ

ら
わ

さ
れ
た
時と

き

に
は
、
本ほ

ん

当と
う

に
目め

を
疑

う
た
が

っ
た
よ
」
と
回か

い

顧こ

し
た
。

　

同ど
う

移い

住じ
ゅ
う

地ち

は
、
リ
オ
州し

ゅ
う

で

は
唯ゆ

い

一い
つ

の
日に

本ほ
ん

政せ
い

府ふ

の
直

ち
ょ
っ

轄か
つ

移い

住じ
ゅ
う

地ち

。
日に

本ほ
ん

の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政せ

い

策さ
く

の
基き

軸じ
く

が
石せ

き

炭た
ん

か

ら
石せ

き

油ゆ

に
代か

わ
っ
た
の
に
伴

と
も
な

い
、
６
１
～
６
３
年ね

ん

の
３
年ね

ん

間か
ん

に
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

、
福ふ

く

岡お
か

県け
ん

の
炭た

ん

鉱こ
う

離り

職し
ょ
く

者し
ゃ

計け
い

４
８
世せ

帯た
い

が
移い

住じ
ゅ
うし
た
。
突と

つ

然ぜ
ん

の
ご
訪ほ

う

問も
ん

は
、

移い

住じ
ゅ
うし
た
炭た

ん

鉱こ
う

離り

職し
ょ
く

者し
ゃ

ら
の

生せ
い

活か
つ

を
気き

に
か
け
ら
れ
て
の

こ
と
と
思お

も

わ
れ
る
。

　
《
飾か

ざ

り
な
く
さ
っ
と
部ぶ

落ら
く

に
乗の

り
込こ

ん
だ
皇こ

う

太た
い

子し

さ
ま

は
、
矢や

継つ

ぎ
早ば

や

に
丸ま

る

山や
ま

事じ

コロニアから感
かん

謝
しゃ

の声
こえ

！
（７） ２０１９年第５１８８号 	 ２月	２３日	（土曜日）

拝は
い

謁え
つ

に
浴よ

く

し
た
生せ

い

徒と

が
変へ

ん

心し
ん

「
こ
れ
が
日に

本ほ
ん

の
神か

み

様さ
ま

な
ん
だ
ね
」

松
しょう

柏
はく

・大
おお

志
し

万
まん

学
がく

院
いん

フンシャル移
い

住
じゅう

地
ち

を訪
ほう

問
もん

された若
わか

かりし頃
ころ

の陛
へい

下
か

奉
ほ う

祝
しゅく

、天
て ん

皇
の う

陛
へ い

下
か

ご在
ざ い

位
い

３０周
しゅう

年
ね ん

が
各か

っ

国こ
く

で
助た

す

け
を
受う

け
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社し

ゃ

会か
い

の
一い

ち

員い
ん

と
し
て
活か

つ

躍や
く

し
て
い
る
こ
と
に

思お
も

い
を
致い

た

し
つ
つ
、
各か

っ

国こ
く

か
ら

我わ

が
国く

に

に
来き

て
仕し

事ご
と

を
す
る

人ひ
と

々び
と

を
、
社し

ゃ

会か
い

の
一い

ち

員い
ん

と
し

て
私わ

た
し

ど
も
皆み

な

が
温あ

た
た

か
く
迎む

か

え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
願ね

が

っ
て

い
ま
す
》
と
の
お
気き

持も

ち
を

表ひ
ょ
う

明め
い

さ
れ
た
。
そ
の
一い

っ

カ
月げ

つ

前ま
え

に
は
浜は

ま

松ま
つ

市し

の
外が

い

国こ
く

人じ
ん

学が
く

　

０
８
年ね

ん

の
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

百
ひ
ゃ
く

年ね
ん

の
際さ

い

、
ブ
ラ
ジ
ル
御ご

訪ほ
う

問も
ん

を
さ
れ
な
か
っ
た
両

り
ょ
う

陛へ
い

下か

は
、

代か

わ
り
に
群ぐ

ん

馬ま

県け
ん

太お
お

田た

市し

及お
よ

び
大お

お

泉い
ず
み

町ま
ち

を
ご
訪ほ

う

問も
ん

に
な

り
、
工こ

う

場じ
ょ
うや
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

で
日に

っ

系け
い

人じ
ん

に
会あ

わ
れ
た
。
昨さ

く

年ね
ん

末ま
つ

の

天て
ん

皇の
う

誕た
ん

生じ
ょ
う

日び

の
記き

者し
ゃ

会か
い

見け
ん

に

際さ
い

し
て
は
、《
日に

っ

系け
い

の
人ひ

と

た
ち

早そ
う

朝ち
ょ
う

６
時じ

の
衝し

ょ
う

撃げ
き

、
村そ

ん

民み
ん

呆ぼ
う

然ぜ
ん

業ぎ
ょ
う

団だ
ん

代だ
い

表ひ
ょ
う

や
西に

し

尾お

享す
す
む

部ぶ

落ら
く

会か
い

長ち
ょ
うに
要よ

う

領り
ょ
うの
い
い
質し

つ

問も
ん

を

放は
な

た
れ
、「
な
ん
で
も
し
っ

て
や
ろ
う
」
と
の
意い

欲よ
く

を
示し

め

さ
れ
た
。
そ
の
機き

敏び
ん

ぶ
り
に

お
付つ

き
の
人ひ

と

た
ち
は
振ふ

り
回ま

わ

さ
れ
、
は
た
で
見み

て
い
る
人ひ

と

に
は
好こ

の

ま
し
い
感か

ん

じ
を
与あ

た

え

た
》

　

小こ

松ま
つ

さ
ん
は
「
当と

う

時じ

は
入

に
ゅ
う

植し
ょ
く６
年ね

ん

目め

の
頃こ

ろ

で
、
ご
接せ

っ

見け
ん

を
受う

け
た
村そ

ん

民み
ん

も
多お

お

く
が
亡な

く
な
っ
て
い
る
。
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

は

今い
ま

や
２
３
世せ

帯た
い

で
老ろ

う

夫ふ
う

婦ふ

や

独ひ
と

り
身み

も
多お

お

い
が
、
陛へ

い

下か

の

ご
訪ほ

う

問も
ん

は
、
今い

ま

な
お
伝で

ん

説せ
つ

の

ご
と
く
村む

ら

で
語か

た

り
継つ

が
れ
て

い
ま
す
」
と
懐な

つ

か
し
ん
だ
。

今い
ま

な
お
語か

た

り
継つ

が
れ
る
電で

ん

撃げ
き

訪ほ
う

問も
ん

リ
オ
・
フ
ン
シ
ャ
ル
移い

住じ
ゅ
う

地ち

「
両り

ょ
う

陛へ
い

下か

に
感か

ん

謝し
ゃ

の
意い

を
表あ

ら
わ

し
た
い
」

ご
退た

い

位い

の
日ひ

に
あ
わ
せ
て
再さ

い

開か
い

館か
ん

　

史し

料り
ょ
う

館か
ん

９
階か

い

に
は
、
両

り
ょ
う

陛へ
い

下か

の
肖

し
ょ
う

像ぞ
う

画が

が
奉ほ

う

掲け
い

さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
宮み

や

永な
が

岳た
け

彦ひ
こ

画が

伯は
く

が
宮く

内な
い

庁ち
ょ
うに
特と

く

別べ
つ

許き
ょ

可か

を

も
ら
い
７
４
年ね

ん

に
描か

か
れ
た

も
の
で
、
国こ

く

外が
い

で
は
唯ゆ

い

一い
つ

と

言い

わ
れ
る
。
６
７
年ね

ん

に
初は

つ

来ら
い

伯は
く

さ
れ
、
南

み
な
み

十じ
ゅ
う

字じ

星せ
い

国こ
っ

家か

勲く
ん

移
い

民
みん

史
し

料
りょう

館
かん

山や
ま

下し
た

さ
ん

日に

本ほ
ん

通ど
お

り
が
発は

っ

展て
ん

の
礎い

し
ず
え

に

７
８
年ね

ん

、
モ
ジ
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

ご
訪ほ

う

問も
ん

　

聖せ
い

市し

近き
ん

郊こ
う

、
モ
ジ
・
ダ
ス
・

ク
ル
ー
ゼ
ス
文ぶ

ん

化か

協き
ょ
う

会か
い

元も
と

理り

事じ

長ち
ょ
う
の
山や

ま

元も
と

治は
る

彦ひ
こ

さ
ん
は
、

７
８
年ね

ん

に
両

り
ょ
う

殿で
ん

下か

が
モ
ジ
を

ご
訪ほ

う

問も
ん

さ
れ
た
際さ

い

、
警け

い

備び

に

あ
た
り
、
市し

内な
い

の
移い

民み
ん

広ひ
ろ

場ば

感か
ん

激げ
き

し
た
の
を
今い

ま

で
も
覚お

ぼ

え

山や
ま

元も
と

さ
ん

大お
お

き
な
話わ

題だ
い

を

呼よ

ん
だ
。

　

弊へ
い

紙し

前ぜ
ん

身し
ん

の

パ
ウ
リ
ス
タ
新し

ん

聞ぶ
ん

は
《
コ
ロ
ニ

ア
史し

上じ
ょ
う

最さ
い

良
り
ょ
う

の
日ひ

》
と
見み

出だ

し
で
大だ

い

々だ
い

的て
き

に
報ほ

う

じ
た
。
コ

ン
ゴ
ニ
ャ
ス
空く

う

港こ
う

か
ら
滞た

い

在ざ
い

さ
れ
た
オ
ッ
ト

下か

は
本ほ

ん

当と
う

に
不ふ

思し

議ぎ

な
お
か

た
。
拝は

い

謁え
つ

し
た
子こ

供ど
も

達た
ち

が
み

る
み
る
と
変か

わ
る
の
を
間ま

近ぢ
か

で
見み

て
き
た
」
と
話は

な

す
。

　

同ど
う

校こ
う

で
は
、
２
年ね

ん

毎ご
と

に
訪ほ

う

日に
ち

使し

節せ
つ

団だ
ん

を
派は

遣け
ん

し
、
生せ

い

徒と

は
約や

く

５
０
日に

ち

間か
ん

、
全ぜ

ん

国こ
く

津つ

つ々

浦う
ら

々う
ら

を
訪ほ

う

問も
ん

し
て
い
る
。
新し

ん

年ね
ん

の
一い

っ

般ぱ
ん

参さ
ん

賀が

や
伊い

勢せ

神じ
ん

宮ぐ
う

参さ
ん

拝ぱ
い

な
ど
日に

本ほ
ん

の
真し

ん

髄ず
い

に
触ふ

れ
る
旅た

び

と
な
っ
て
お
り
、
２
０

年ね
ん

前ま
え

に
引い

ん

率そ
つ

し
た
第だ

い

１
２
回か

い

　

９
７
年ね

ん

の
両

り
ょ
う

陛へ
い

下か

ご
来ら

い

伯は
く

で
ご
案あ

ん

内な
い

役や
く

を
務つ

と

め
た

文ぶ
ん

協き
ょ
う

元も
と

会か
い

長ち
ょ
うの
山や

ま

内う
ち

淳あ
つ
しさ
ん

（
８
７
、
二に

世せ
い

）
は
、
皇こ

う

后ご
う

陛へ
い

下か

の
細こ

ま

や
か
な
お
気き

遣づ
か

い

に
深ふ

か

い
感か

ん

銘め
い

を
受う

け
た
と
い

う
。

川か
わ

村む
ら

さ
ん

か
ら
遥は

る

々ば
る

ブ
ラ
ジ
ル
ま
で
三み

度た
び

も
足あ

し

を
運は

こ

ん
で
下く

だ

さ
っ
た

こ
と
は
大た

い

変へ
ん

重お
も

み
の
あ
る
こ

と
。
両

り
ょ
う

陛へ
い

下か

へ
の
感か

ん

謝し
ゃ

を
表

あ
ら
わ

す
と
と
も
に
、
次じ

世せ

代だ
い

に
移い

民み
ん

の
歴れ

き

史し

を
伝つ

た

え
る
べ
く
素す

晴ば

ら
し
い
史し

料り
ょ
う

館か
ん

に
し
て
い

き
た
い
」
と
い
き
ご
ん
だ
。

　

イ
タ
マ
ラ
チ
ー
宮き

ゅ
う

（
ブ
ラ

ジ
ル
外が

い

務む

省し
ょ
う）
で
ご
接せ

っ

見け
ん

を

受う

け
た
時と

き

の
こ
と
。
皇こ

う

后ご
う

陛へ
い

下か

が
「
娘む

す
め

が
お
世せ

話わ

に
な
り

ま
し
た
」
と
お
言こ

と

葉ば

を
か
け

ら
れ
た
。
山や

ま

内う
ち

さ
ん
は
「
何な

ん

の
こ
と
か
ピ
ン
と
来こ

ず
に
目め

に
立た

た
れ
る
グ
ア
ル
ー
リ
ョ
ス

空く
う

港こ
う

で
、
飛ひ

行こ
う

機き

が
一い

ち

時じ

間か
ん

以い

上じ
ょ
う

遅お
く

れ
る
と
い
う
ハ
プ
ニ

ン
グ
が
あ
っ
た
。
そ
の
時と

き

、
お

見み

送お
く

り
に
同ど

う

行こ
う

し
、
お
話は

な
し

の

相あ
い

手て

を
務つ

と

め
た
の
が
山や

ま

内う
ち

元も
と

会か
い

長ち
ょ
うだ
っ
た
。

「
高こ

う

貴き

な
お
方か

た

と
何な

に

を
お
話は

な

し

し
た
ら
よ
い
か
。
お
ど
お
ど

し
て
し
ま
っ
た
け
ど
、
ブ
ラ
ジ

ル
の
ピ
ア
ー
ダ
（
冗

じ
ょ
う

談だ
ん

）
を

話は
な

し
た
ら
、
笑わ

ら

っ
て
お
ら
れ

た
」
と
か
。
お
そ
ら
く
殿で

ん

下か

は
帰き

国こ
く

後ご

に
、
そ
の
楽た

の

し
い

思お
も

い
出で

を
両

り
ょ
う

陛へ
い

下か

に
お
話は

な

し

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
両

り
ょ
う

陛へ
い

下か

が
ご
着

ち
ゃ
く

聖せ
い

さ
れ
た

際さ
い

、
飛ひ

行こ
う

場じ
ょ
うに
は
雨あ

め

の
な
か

大た
い

勢せ
い

の
人ひ

と

が
待ま

っ
て
い
た
。
翌よ

く

日じ
つ

、
皇こ

う

后ご
う

陛へ
い

下か

と
お
話は

な
し

を
し

た
際さ

い

に
『
雨あ

め

の
な
か
を
大お

お

勢ぜ
い

の
人ひ

と

が
待ま

っ
て
歓か

ん

迎げ
い

し
て
下く

だ

さ
っ
た
け
れ
ど
、
風か

邪ぜ

を
引ひ

か
れ
な
か
っ
た
か
し
ら
』
と
案あ

ん

じ
て
お
ら
れ
た
」
と
か
。
皇こ

う

后ご
う

陛へ
い

下か

の
思お

も

い
や
り
が
感か

ん

じ

ら
れ
る
逸い

つ

話わ

だ
。

を
回ま

わ

し
た
」
と
笑わ

ら

う
。
だ
が
、
よ
く

よ
く
考か

ん
が

え
て
み
る

と
思お

も

い
当あ

た
る
節ふ

し

が
あ
っ
た
。

　

娘む
す
め

と
は
、
清さ

や

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

の
こ

と
。
前ぜ

ん

年ね
ん

の
９
６

年ね
ん

に
日に

っ

伯ぱ
く

修し
ゅ
う

好こ
う

百ひ
ゃ
く

数す
う

年ね
ん

で
来こ

ら

れ
た
殿で

ん

下か

が
帰き

路ろ

を
車く

る
ま
で
お
通と

お

り
に
な
っ
た
と
き

に
遠と

お

く
か
ら
拝は

い

謁え
つ

し
た
と
い

う
。「
す
ご
い
人ひ

と

だ
か
り
で
、

子し

同ど
う

妃ひ

両り
ょ
う

殿で
ん

下か

（
当と

う

時じ

）
の

ご
臨り

ん

席せ
き

の
も
と
で
開か

い

館か
ん

。
移い

民み
ん

百ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

の
０
８
年ね

ん

に
は
、

当と
う

時じ

進す
す

め
ら
れ
て
い
た
ア
ー

ス
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

で
も

て
い
る
」
と
話は

な

す
。

　

両
り
ょ
う

殿で
ん

下か

の
ご
訪ほ

う

問も
ん

を
記き

念ね
ん

し
て
、
そ
の
後ご

、
市し

内な
い

に

は
「
日に

本ほ
ん

大お
お

通ど
お
り」
り
の
名な

を

冠か
ん

す
る
通と

お

り
が
制せ

い

定て
い

さ
れ
た
。

現げ
ん

在ざ
い

は
、
そ
の
通と

お

り
沿ぞ

い
に

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
活か

つ

動ど
う

拠き
ょ

点て
ん

と

な
っ
て
い
る
モ
ジ
文ぶ

ん

協き
ょ
うス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
奇き

遇ぐ
う

に
も
そ
の
建け

ん

設せ
つ

の
陣じ

ん

頭と
う

指し

揮き

を
執と

っ
た
の
が
、
陛へ

い

下か

と
同お

な

じ
誕た

ん

生じ
ょ
う

日び

で
あ
る
篤と

く

志し

家か

、

堀ほ
り

井い

文ふ
み

夫お

氏し

で
あ
っ
た
。

　

山や
ま

元も
と

さ
ん
は
、「
６
２
年ね

ん

に

は
人じ

ん

口こ
う

１
０
万ま

ん

人に
ん

だ
っ
た
モ

ジ
は
、
今い

ま

で
は
４
０
万ま

ん

人に
ん

近ち
か

く
に
膨ぼ

う

張ち
ょ
うし
て
い
る
。
サ
ン
パ

ウ
ロ
の
衛え

い

星せ
い

都と

市し

と
し
て
こ
こ

ま
で
発は

っ

展て
ん

し
た
都と

市し

は
他ほ

か

に

は
な
い
」
と
隔か

く

世せ
い

の
感か

ん

を
示し

め

し
、「
在ざ

い

外が
い

邦ほ
う

人じ
ん

と
し
て
は
皇こ

う

室し
つ

が
安あ

ん

泰た
い

で
、
日に

本ほ
ん

に
は
永え

い

遠え
ん

に
栄さ

か

え
て
欲ほ

し
い
と
願ね

が

っ
て

い
る
。
皇こ

う

室し
つ

の
ご
存そ

ん

在ざ
い

は
世せ

界か
い

平へ
い

和わ

に
も
繋つ

な

が
る
も
の
だ
」

と
拝お

が

ん
だ
。

使し

節せ
つ

団だ
ん

が
ご
接せ

っ

見け
ん

を
受う

け
た

時と
き

の
こ
と
だ
。

　
「
い
つ
も
生せ

い

徒と

達た
ち

に
は
『
机

つ
く
え

に
は
、
机つ

く
え

の
神か

み

様さ
ま

が
い
る
。

だ
か
ら
机つ

く
え
の
上う

え

に
は
座す

わ

っ
て
は

い
け
な
い
の
よ
』
と
教お

し

え
て

き
た
。
で
も
、
そ
れ
が
ピ
ン

と
来こ

な
い
生せ

い

徒と

が
い
た
。
と

こ
ろ
が
、
両

り
ょ
う

陛へ
い

下か

に
謁え

っ

見け
ん

し
、

伊い

勢せ

神じ
ん

宮ぐ
う

で
早そ

う

朝ち
ょ
う

参さ
ん

拝ぱ
い

を
終お

え
る
と
、
朝あ

さ

日ひ

が
昇の

ぼ

り
太た

い

陽よ
う

光こ
う

が
筋す

じ

と
な
っ
て
さ
し
て
き

た
。
そ
れ
を
見み

た
生せ

い

徒と

が『
こ

れ
が
日に

本ほ
ん

の
神か

み

様さ
ま

な
ん
だ
ね
』

と
話は

な

し
た
」
と
の
経け

い

験け
ん

を
語か

た

る
。

　

８
万ま

ん

人に
ん

以い

上じ
ょ
うが
殺さ

っ

到と
う

し
た

パ
カ
エ
ン
ブ
ー
競

き
ょ
う

技ぎ

場じ
ょ
うで
の

歓か
ん

迎げ
い

式し
き

典て
ん

に
、
当と

う

時じ

、
高こ

う

校こ
う

生せ
い

コ
ー
ラ
ス
で
参さ

ん

加か

し
て
い

た
山や

ま

下し
た

副ふ
く

委い

員い
ん

長ち
ょ
う

は
、「
老ろ

う

移い

民み
ん

が
感か

ん

涙る
い

し
な
が
ら
君き

み

が

代よ

を
斉せ

い

唱し
ょ
う
し
て
い
た
あ
の
日ひ

の
感か

ん

激げ
き

は
忘わ

す

れ
ら
れ
な
い
。

両り
ょ
う

国こ
く

が
経け

い

済ざ
い

的て
き

に
急

き
ゅ
う

成せ
い

長
ち
ょ
う

し
、
移い

民み
ん

社し
ゃ

会か
い

が
発は

っ

展て
ん

途と

上
じ
ょ
う

に
あ
っ
た
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
時じ

期き

に
お
い

て
、
凛り

ん

と
し
た
当と

う

時じ

の
両

り
ょ
う

殿で
ん

下か

の
お
姿す

が
た

は
、
移い

民み
ん

に
と
っ
て

は
祖そ

国こ
く

日に

本ほ
ん

に
大お

お

き
な
誇ほ

こ

り

を
感か

ん

じ
さ
せ
る
大た

い

変へ
ん

な
出で

来き

事ご
と

だ
っ
た
」
と
懐な

つ

か
し
ん
だ
。

　

日に

本ほ
ん

の
心こ

こ
ろ

を
教お

し

え
続つ

づ

け
る

る
松

し
ょ
う

柏は
く

・
大お

お

志し

万ま
ん

学が
く

院い
ん

の

創そ
う

立り
つ

者し
ゃ

、
川か

わ

村む
ら

真ま

倫り

子こ

さ
ん

（
９
０
、
二に

世せ
い

）
は
「
両

り
ょ
う

陛へ
い

「
両

り
ょ
う

陛へ
い

下か

に
ご
接せ

っ

見け
ん

を
受う

け
た

生せ
い

徒と

達た
ち

は
、
そ
れ
だ
け
で
見み

え
て
い
な
か
っ
た
日に

本ほ
ん

の
素す

晴ば

ら
し
さ
を
感か

ん

じ
、
大お

お

き
く
変か

わ
っ
て
素す

直な
お

さ
が
出で

て
く
る
。

両り
ょ
う

陛へ
い

下か

は
本ほ

ん

当と
う

に
不ふ

思し

議ぎ

な

お
方か

た

で
す
」
と
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
語か

た

っ
た
。

改
かい

装
そう

工
こう

事
じ

が進
すす

められる７階
かい

部
ぶ

分
ぶん

憩
いこい

の園
その

をご訪
ほう

問
もん

された両
りょう

陛
へい

下
か

（天
てん

皇
のう

・皇
こう

后
ごう

両
りょう

陛
へい

下
か

ブラジル御
ご

訪
ほう

問
もん
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ANO XXII  –  Nº 5188 SÃO PAULO, SÁBADO, 23 DE FEVEREIRO DE 2019 R$ 4,00
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